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１．議事日程 

   （平成１８年第１回安芸高田市議会３月定例会第１日目） 

 

平成１８年３月１日 

午 後 １ 時 半 開 会 

於 安 芸 高 田 市 議 場 
日 程 第 １  会議録署名議員の指名 

日 程 第 ２  会期の決定 

日 程 第 ３  諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

日程第４  同意第１号 安芸高田市教育委員会委員の任命の同意について 

日程第５  承認第１号 専決処分した事件の承認について 

             【平成１７年度一般会計補正予算（第７号）】 

日程第６  発議第１号 安芸高田市議会の議員の報酬の特例に関する条例の一部を 

改正する条例 

日程第７  施 政 方 針 

日程第８  議案第５２号 平成１８年度安芸高田市一般会計予算 

日 程 第 ９ 議案第５３号 平成１８年度安芸高田市国民健康保険特別会計予算 

日程第１０ 議案第５４号 平成１８年度安芸高田市老人保健特別会計予算 

日程第１１ 議案第５５号 平成１８年度安芸高田市介護保険特別会計予算 

日程第１２ 議案第５６号 平成１８年度安芸高田市介護サービス特別会計予算 

日程第１３ 議案第５７号 平成１８年度安芸高田市公共下水道事業特別会計予算 

日程第１４ 議案第５８号 平成１８年度安芸高田市特定環境保全公共下水道事業特別 

会計予算 

日程第１５ 議案第５９号 平成１８年度安芸高田市農業集落排水事業特別会計予算 

日程第１６ 議案第６０号 平成１８年度安芸高田市浄化槽整備事業特別会計予算 

日程第１７ 議案第６１号 平成１８年度安芸高田市コミュニティ・プラント整備事業 

特別会計予算 

日程第１８ 議案第６２号 平成１８年度安芸高田市簡易水道事業特別会計予算 

日程第１９ 議案第６３号 平成１８年度安芸高田市飲料水供給事業特別会計予算 
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日程第２０ 議案第６４号 平成１８年度安芸高田市水道事業会計予算 

 
 

２．出席議員は次のとおりである。（２２名） 

１番    明 木 一 悦    ２番    秋 田 雅 朝 

３番    田 中 常 洋    ４番    加 藤 英 伸 

    ５番    小 野 剛 世    ６番    川 角 一 郎 

７番    塚 本  近    ８番    赤 川 三 郎 

９番    松 村 ユ キ ミ   １０番    熊 高 昌 三 

１１番    青 原 敏 治    １２番    金 行 哲 昭 

１３番    杉 原  洋   １４番    入 本 和 男 

 １５番    山 本 三 郎    １６番     今 村 義 照 

１７番    玉 川 祐 光    １８番    岡 田 正 信 

１９番    渡 辺 義 則    ２０番    亀 岡  等 

２１番    藤 井 昌 之    ２２番    松 浦 利 貞  

    
 

３．欠席議員は次のとおりである（なし） 

 
 

４．会議録署名議員 

    １２番    金 行 哲 昭   １３番    杉 原  洋 

 

 

５．地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名（１９名） 

市     長    児 玉 更太郎      助     役    増 元 正 信 
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収 入 役    藤 川 幸 典      総 務 部 長    新 川 文 雄 

自治振興部長     田 丸 孝 二      市 民 部 長    廣 政 克 行 

福祉保健部長兼

福祉事務所長    福 田 美 恵 子     産業振興部長     清 水  盤     

建設部長   

兼公営企業部長    金 岡 英 雄      教 育 長    佐 藤  勝    

教 育 次 長    杉 山 俊 之      消 防 長    村 上  紘     

八千代支所長     岡 田 敦 男      美土里支所長     立 川 堯 彦      

高 宮 支 所 長    猪 掛 智 則      甲 田 支 所 長    武 添 吉 丸      

向 原 支 所 長    益 田 博 志      総 務 課 長    高 杉 和 義      

財 政 課 長    垣 野 内  壮           

 
 

６．職務のため議場に出席した事務局の職氏名（４名） 

事 務 局 長  増 本 義 宣    議事調査係長  児 玉 竹 丸 

書 記  国 岡 浩 祐    書 記    倉 田 英 治 
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～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後１時３０分 開会 

◯松 浦 議 長   それでは、定刻になりましたので、ただいまの出席議員は２２名で

あります。 

定足数に達しておりますので、これより平成１８年第１回安芸高田

市議会定例会を開会いたします。 

直ちに本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、予めお手元に配布したとおりであります。 

日程に入るに先立ち、議会事務局長より諸般の報告をいたさせます。 

◯増本事務局長    議長。 

◯松 浦 議 長      局長。 

◯増本事務局長     諸般の報告をいたします。 

第１点、市長並びに教育委員長より、本定例会に説明員として出席

委任するものの職氏名の一覧表が提出されております。 

第２点、監査委員より平成１７年１１月分、１２月分、平成１８年

１月分の例月出納検査結果の報告がありました。 

それぞれの写しをお手元に配布しておりますので、ご了承ください。 

以上で、諸般の報告を終わります。 

◯松 浦 議 長      以上をもって諸般の報告を終わります。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第１  会議録署名議員の指名 

◯松 浦 議 長   日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第７９条の規定により、議長において、

１２番、金行哲昭君及び１３番、杉原洋君を指名いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第２  会期の決定 

◯松 浦 議 長   日程第２、会期の決定を議題といたします。 

本定例会の運営について、過日、議会運営委員会を開き、ご協議い

ただいておりますので、その結果について、議会運営委員長 青原敏

治君の報告を求めます。 

◯青原委員長   議長。 

◯松 浦 議 長   青原敏治君。 

◯青原委員長   平成１８年第１回定例会の運営につきまして、去る２月２２日に議

会運営委員会を開き、次のとおり決定いたしましたので報告いたしま

す。 

まず、会期につきましては、お手元の会期日程のとおり、本日から

３月２４日までの２４日間といたしました。議事の都合により、３月

３日から３月７日まで、及び３月１１日から３月２３日までを休会と

いたします。 

本定例会に付議されます案件は、諮問１件、同意１件、承認１件、

発議１件、議案６４件、計６８件でございます。 
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議案審議についてでございますが、お手元の付託表のとおり、議案

第３号から議案第５号まで、及び議案第１３号並びに議案第１４号に

ついては、上程の後、質疑は省略して総務企画常任委員会に、議案第

１５号から議案第２４号まで、及び議案第３５号から議案第４０号ま

でについては、同じく文教厚生常任委員会に、議案第２５号から議案

第３２号までについては、同じく産業建設常任委員会に付託すること

といたしました。 

さらに、議案第５２号から議案第６４号までの、平成１８年度一般

会計予算ほか特別会計予算等１３件の予算案については、上程の後一

括質疑を受け、その後、議長を除く２１名で構成する予算審査特別委

員会を設置し、審査を付託いたします。その他、諮問第１号ほか２５

件については、付託を省略することといたしました。 

予算審査特別委員会の審査は、３月２２日までに終了するよう運営

方よろしくお願いいたします。 

一般質問の取り扱いについては、締め切り後、直ちに委員会を招集

いたし協議いたします。 

なお、最終日に議案２件が提案される予定となっておりますこと、

さらに、総務企画常任委員会で審査されます意見書についても、協議

が整いましたら、発議として同じく最終日に上程が予定されておりま

すこと、併せて申し添えさせていただきます。 

以上、報告を終わります。 

◯松 浦 議 長   お諮りいたします。 

ただいまの委員長の報告のとおり、会期は２４日間とすることにご

異議ございませんか。 

〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認めます。 

よって、会期は２４日間と決定いたしました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第３ 諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求める 

ことについて 

○松 浦 議 長   日程第３、諮問第１号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めるこ

とについての件を議題といたします。 

この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   本定例会の冒頭にあたり、一言ごあいさつを申し上げたいと思いま

す。 

一昨年３月１日に安芸高田市が発足し、本日で、ちょうど２年を経

過いたしました。本日、新市が誕生して満２歳という記念の日に、こ

うして平成１８年第１回定例会の開会日を迎えることができましたこ

とは、皆様方のご支援の賜物と、心から感謝を申し上げます。３年目
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のスタートにあたり、平成１８年度は、昨年にも増して、安芸高田市

としての合併の真価が問われる年になると強く認識をしております。

改めて、身の引き締まる思いでございます。 

皆様方には人 輝く安芸高田の実現へ向けて、また、円滑な市政の

運営によります、ますます安定した行政サービスの確保へ向けて、一

層のご支援を賜りますように、重ねてお願いを申し上げます。 

本定例会へ、ご提案を申し上げます案件は、諮問 1 件、同意 1 件、

承認 1件、及び議案６４件でございます。 

よろしくお願いをいたします。 

それでは、諮問第１号の人権擁護委員の推薦につきましての提案理

由の説明をいたします。 

本件は、人権擁護委員の任期満了に伴う後任候補者を法務大臣に推

薦するにあたり、人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づきまして、

議会の意見を求めるものでございます。本年６月３０日をもって、５

名の委員が任期満了となり、このうち、今期をもって退任されます花

房さんを除く４名の委員を再任推薦し、新任委員を 1 名推薦するもの

でございます。再任推薦をする武田慶子委員、秋野貢委員、津村秀莊

委員、これはそれぞれ２期６年でございます。佐藤正彦委員は、１期

３年人権擁護委員を務められ、この間、人権相談や人権思想の普及高

揚など、積極的に人権活動に参加をいただいたところでございます。

また、新任推薦の三上タエ子さんは、平成９年から平成１６年まで、

美土里町議会議員及び安芸高田市議会議員を歴任され、現在安芸高田

市社会福祉協議会理事等を務めておられます。熱意と意欲を持って人

権擁護活動に取り組んでいただける方でございます。 

以上よろしく、５名の候補者を権擁護委員として適任であると確信

いたし、推薦するものでございます。よろしく審議をいただきたいと

思います。 

○松 浦 議 長   これをもって、提案理由の説明を終わります。 

お諮りいたします。 

この件に関しましては、委員会付託、質疑、討論は省略したいと思

いますが、ご異議ございませんか。 

〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認めます。 

これより諮問第１号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めること

についての件を採決いたします。 

本件は、諮問のあった５名を適任とすることに、ご異議ございませ

んか。 

〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認めます。 

よって、本件は諮問のあった５名を適任とすることに決定しました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 
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日程第４ 同意第１号 安芸高田市教育委員会委員の任命の同意 

について 

○松 浦 議 長   日程第４、同意第１号、安芸高田市教育委員会委員の任命について

を議題といたします。 

この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から、提案理由の説明を求めます。 

市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   同意１号、議案名が、安芸高田市教育委員会委員の任命の同意でご

ざいます。本件は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条

第 1 項の規定に基づきまして、教育委員の任命の同意を求めるもので

ございます。 

多様化、複雑化を続けております市民の要望に対応し、安芸高田市

の確かな教育行政を推進していくために、豊富な経験と広い見識を有

しておられます眞田良三さん７１歳が、教育委員会委員として適任で

あると確信し、その任命について、議会の同意を求めるものでござい

ます。眞田さんは、向原町のご出身で、合併までは向原町長として、

また、新市発足後は市の教育委員としてご尽力をいただいております。  

よろしく審議を賜りますように、よろしくお願いします。 

○松 浦 議 長   お諮りいたします。 

この件に関しましては、委員会付託、質疑、討論は省略したいと思

いますが、ご異議ございませんか。 

〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認めます。 

お諮りいたします。 

これより同意第１号、安芸高田市教育委員会委員の任命の同意につ

いての件を起立により採決いたします。 

本件は、原案のとおり同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔起立多数〕 

○松 浦 議 長   全員起立であります。  

よって、本件は原案のとおり同意することに決定いたしました。 

ここで、暫時休憩いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 １時４２分 休憩 

〈＊選任同意を受けた眞田良三さん、挨拶＊〉 

午後 １時４４分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第５ 承認第１号 専決処分した事件の承認について 

【平成１７年度一般会計補正予算（第７号）】 

○松 浦 議 長   それでは、休憩前に引き続き再開いたします。 

日程第５号、承認第１号、専決処分した事件の承認について、平成

１７年度一般会計補正予算、第７号の件を議題といたします。 
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この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   議長。承認第１号、専決処分した事件の承認についてでございます。

平成１７年度、安芸高田市一般会計補正予算、第７号でございます。 

本件は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ、５，９

００万円を追加し、予算の総額を２３８億１，７９７万２千円とする

ものでございます。歳入につきましては、繰入金５，９００万円を追

加するものでございます。歳出につきましては、土木費５，９００万

円を追加するものでございます。 

以上、よろしくお願いを申し上げます。 

○松 浦 議 長   これをもって、提案理由の説明を終わります。 

この際、担当部長から要点の説明を求めます。 

総務部長 新川文雄君。 

○新川総務部長   承認第１号、平成１７年度の安芸高田市一般会計補正予算第７号に

つきまして、要点のご説明を申し上げます。補正予算書の６ページを

お開き願いたいと思っております。 

このたびの補正につきましては、ご承知いただいておりますように

年末にかけまして、例年にない寒波に見舞われ、当初予算措置をいた

しておりました除雪経費が、不足するという事態になったわけでござ

います。このたび、除雪費用に係ります経費を専決処分により追加を

いたしたものでございます。 

まず、歳入でございますが、基金繰入金の、３項の基金繰入金、１

目の財政調整基金繰入金から除雪経費の財源といたしまして、５，９

００万円を計上いたしたものでございます。続きまして、7 ページで

ございますが、歳出でございます。８款の土木費、２項の道路橋梁費、

２目の道路維持費、５，９００万円を増額するものでございます。県

道、道路維持費の維持修繕工事費の執行残２８５万５千円を減額をし、

除雪費に組み替え、除雪委託料を６，１８５万５千円と追加をいたす

ものでございます。 

以上で、要点の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○松 浦 議 長   これより質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

○亀 岡 議 員   はい。 

○松 浦 議 長   ２０番 亀岡等君。 

○亀 岡 議 員   昨年来の豪雪につきましては、そうした自治体における除雪費等、

大変、多額の経費がかかったわけでございますが、これにつきまして

は、国の方が一定の対策交付金を出してくるかの情報も新聞紙上等で

ございましたが、これにつきましての見通しといったことがわかれば

お聞きしたいと思います。 

○松 浦 議 長   答弁を求めます。 
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          建設部長 金岡英雄君。 

○金岡建設部長   ただいまのご質疑にお答えいたします。 

ご指摘のように、国の方から豪雪に対する財政措置がなされるとい

うことで、当市におきましてはいわゆる豪雪地帯、高宮、美土里町等

を中心にかなりの積雪があったということで、現在１，３００万円の

事業費につきまして、２分の１の６５０万ほど国の方で措置されると

いうことで、今回の補正予算の方でも計上させていたたいております。 

以上でございます。 

○松 浦 議 長   他に質疑ありませんか。 

○熊 高 議 員   議長。 

○松 浦 議 長   １０番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員   補正予算の執行について、とやかく質問するものじゃないんですが、

先ほど、部長の方からもありましたように安芸高田市の地域において

も、かなり積雪においては差があったのが事実だろうと思います。そ

ういった中で、高齢者を含めた福祉に関係した除雪対策というのも、

非常に大きな課題も見えてきたというふうに思うんですね。これは、

道路を中心とした除雪でありますんで、その点に絞って質問をさせて

いただきますが、地域によっては通学路等の確保が非常に困難な地域

もあったんですね。そういった予算執行上の課題も、いろいろあった

んじゃないかというふうに思うんですね。 

ですから、今回のそういった経緯を踏まえて今後どういった対策を

されるのか、そういった点について改めてお伺いをしておきたいと思

います。 

○松 浦 議 長   ただいまの質疑に、答弁を求めます。 

          建設部長 金岡英雄君。 

○金岡建設部長   ただいまのご質問に対しまして、お答えを申します。 

ご指摘のように、安芸高田市６町では大変積雪状況、また、降雪状

況かなり大きな差がございます。そのなかで、美土里、高宮、やはり

積雪がたくさんございました。この除雪につきましては、やはり基本

的には生活関連道路に行くまでに、国道あるいは県道、いわゆる一般

輸送道路の確保ということで、国県の方も除雪をしてまいっておるの

が現状でございます。それらと、幹線市道等を引き続きやっているわ

けでございますが、県におかれましたら、積雪が１５センチ以上の場

合、除雪をするというのが基準になっております。市の場合も、バス

路線については１５センチですが、一般路線につきましては、２０セ

ンチという基準で、現在動いている状況でございます。旧町時代は、

こういうかたちで実施をして現在に至っているわけでございますが、

昨今のような豪雪、これまで昭和３８年以来であるというふうに、か

なりご意見を聞いておりますが、こういう状況が続くということにな

れば、幾分かの検討をする必要があるかと思っておりますが、まだ具

体的な取り組みとして、そこまで全体の協議をしておりません。 
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今後そういう中で、地域の生活に支障のないようなあり方を、検討、

研究をさせていただきたいと思っております。また、通学路等につき

ましては、歩道等、なかなか機種の問題で除雪もできない、また人員

的、予算的な問題もございますが、これらも合わせまして、関係部署

とも今後、研究していきたいと思っております。 

以上でございます。 

○熊 高 議 員   議長。 

○松 浦 議 長   １０番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員   今後いろいろな課題を検討するということでありますので、その点、

期待をしておりますが、最後の辺で言われたように、関係部署との連

携というかたちですね。特に、先般も地域連合会の振興会の連合会の

皆さんと意見交換する中で、やはり大きな課題であるというようなご

意見もあったんですね。ですから、予算がないからできないというだ

けじゃ、地域の皆さんは大変困るんだということですから、自治振興

部あたりも含めてですね、地域もそういった実体を聞きながら、予算

がなくてもできる方策というんですかね、歩道等の除雪については、

機械を貸与して、ボランティアで地域の人がやるとか、そういったこ

とも実際やられておりますんで、そういった福祉面、自治活動、そう

いった面も含めてですね、建設部だけの課題としてとらえず、今後、

視点を、そういった方向に広げていった取り組みをお願いしたいと思

いますんで、その辺についての考えをお伺いしたいと思います。 

○松 浦 議 長   ただいまの質疑に、答弁を求めます。 

          建設部長 金岡英雄君。 

○金岡建設部長   はい。ただいまのご質問につきまして、今ご指摘ございましたよう

に、かなり広範囲な問題でありますので、今後そういう関係部署との

研究を重ねてまいりたいと思っております。 

以上です。 

○松 浦 議 長   １８番 岡田正信君。 

○岡 田 議 員   関連するわけですが、国のこの豪雪に対しては、来年度の交付税を

前倒しして、そういう地域に配慮するというようにも私は聞いたわけ

ですが、先ほどから答弁聞きますと美土里の豪雪地帯、高宮の豪雪地

帯、これに対して措置されたように考えられるわけですが、この特別

な豪雪いうものは、そういう地域外でも、例えば安芸高田市にはあと

４町がそういう豪雪地帯に入っとらんわけですが、それに向けての措

置はされてないんですか、どうなんですか。 

○松 浦 議 長   ただいまの質疑に答弁を求めます。 

          暫時、休憩いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 １時５５分 休憩 

午後 １時５６分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 
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○松 浦 議 長   再開いたします。 

          答弁を求めます。 

          建設部長 金岡英雄君。 

○金岡建設部長   はい。ただいまのご質問にお答えいたします。 

高宮、美土里というような表現をいたしましたが、今回の豪雪に対

してということでございますので、訂正をさせていただきます。 

以上でございます。 

○岡 田 議 員   はい、議長。 

○松 浦 議 長   １８番 岡田正信君。 

○岡 田 議 員   わかれば、距離数、詳細にはわからんと思いますが、この市内の路

線やら、距離数がわかったらお願いします。 

○松 浦 議 長   ただいまの質疑に、答弁を求めます。 

          建設部長 金岡英雄君。 

○金岡建設部長   はい。ただいまの質問に延長ということで、現在資料を持っており

ますのが、安芸高田市内の除雪計画としまして、県、市合わせて、お

おむね１９７キロメートルございます。そのうち、県が７６キロ、市

が１２１キロ程度と、全体の一覧という、管理をするなかの延長でご

ざいます。 

○松 浦 議 長   他に質疑ありませんか。 

           〔質疑なし〕 

○松 浦 議 長   ないようですので、これをもって質疑を終結いたします。  

お諮りします。 

本件は、委員会への付託を省略いたしたいと思います。 

これに、ご異議ありませんか。 

〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認め、委員会への付託を省略いたします。 

これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

           〔討論なし〕 

○松 浦 議 長   討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

これより承認第１号、専決処分した事件の承認について、平成１７

年度一般会計補正予算、第７号の件を、起立により採決いたします。 

本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

               〔起立多数〕 

○松 浦 議 長   起立多数であります。 

よって、本件は原案のとおり可決をされました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第６ 発議第１号 安芸高田市議会の議員の報酬の特例に関 

する条例の一部を改正する条例 

○松 浦 議 長   日程第６、発議第１号、安芸高田市議会の議員の報酬の特例に関す

る条例の一部を改正する条例の件を議題とします。 
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この際、議案の朗読を省略いたします。 

提出者から、提案理由の説明を求めます。 

１７番 玉川祐光君。 

○玉 川 議 員   発議第１号、安芸高田市議会の議員の報酬の特例に関する条例の一

部を改正する条例について、提案理由の説明をいたします。 

安芸高田市誕生以来、丸２年が経過いたしました。９カ月間の在任

特例期間を経て現在の議会が発足したのは、一昨年の１２月１日でご

ざいます。以来１５カ月間、私たち安芸高田市議会議員は広くなった

市域を歩き、また地元地域を歩き、一方では旧町時代と比較にならな

いほど多くの会議等に出席し、議員活動に鋭意汗を流してまいりまし

た。そうした議員活動の経済的基盤である報酬の額は、一昨年の新議

会発足当初議決したところです。 

しかし、社会経済の厳しい状況に鑑み、運用後まもなくして議員発

議の特例条例により、１カ年を区切って減額してきたところです。私

たち市議会議員は、この間、報酬その他の費用弁償等についてさまざ

まに議論を交わしてまいりました。市民は私たち議員にさらなる活動

を求めています。また、今後若い議員の誕生とその活躍も求められて

います。そうした市民の期待に応えるためには、現在の報酬額が決し

て多額であるとは認識しておりません。しかしながら、市の行財政改

革により、市職員の給与の削減をはじめ、各分野にわたり厳しい予算

を組まれ、懸命に努力されていることに鑑みると、少しでも負担を軽

減すべきということもまた本心であります。 

こうした中、まもなく減額の特例期間の期限を迎えるにあたり、現

在の報酬等に課題があると認識し、今後根本的に議論を重ねていくこ

とを前提とした上で、当面現在適用している５％の減額条例の特例期

間を１年間延長する条例を提案するものでございます。 

なお、この条例につきましては、平成１８年４月１日から施行する

ものでございます。どうかよろしくお願いいたします。 

○松 浦 議 長   これをもって、提案理由の説明を終わります。 

なお、本件に関しては質疑を省略したいと思います。 

ご異議ありませんでしょうか。 

〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   異議なしと認め、本件の質疑は省略いたします。 

お諮りします。 

本件は、委員会への付託を省略したいと思います。 

これに、ご異議ありませんか。 

〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認め、委員会への付託を省略いたします。 

これより討論に入ります。 

討論は、ありませんか。 

〔討論なし〕 
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○松 浦 議 長   討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。 

これより発議第１号、安芸高田市議会の議員の報酬の特例に関する

条例の一部を改正する条例の件を、起立により採決いたします。 

本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

              〔起立多数〕 

○松 浦 議 長   起立多数であります。 

よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第７ 施政方針 

○松 浦 議 長   日程第７、施政方針。 

ここで、市長の施政方針の表明を受けます。 

市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   お手元にお配りしております、施政方針に基づいて平成１８年度、

施政方針を述べさせていただきたいと思います。 

平成１８年安芸高田市議会第 1 回定例会の開会にあたり、提出をさ

せていただきました予算案並びに諸議案の概要の説明に先立ち、新年

度における市政運営の基本方針と諸施策の大要について、私の所信を

申し述べ、議員の皆様方をはじめ、市民の皆様方に一層のご理解とご

支援を賜りますよう、お願いを申し上げます。 

まずはじめに、安芸高田市は、合併に伴います市制施行からでござ

います。本日をもって満２年を迎えました。本市が一昨年の３月に広

島県内１４番目の市として誕生以来、この日を迎えることができまし

たことは、市政の運営に対する皆様方の温かいご理解と力強いご支援、

お力添えの賜物と深く感謝をいたしております。私たちが過去に経験

したことのない、長く厳しい、低迷を続けた社会経済状況の中で、安

芸高田市は、幾多の重要課題を抱えて誕生をいたしましたが、今後、

一層、行財政改革の取り組みを推進いたし、市民の皆様方のご期待に

十分にこたえることのできる行政経営の実現へ向けて、努力をしてま

いりたいと思います。 

我が国の経済は、世界的な需要の拡大に伴います原油価格の急激な

高騰など、その動向が経済活動に与える影響が懸念をされてはおりま

すものの、全体として企業収益は改善されつつあり、設備投資が増加

して緩やかな回復を続けておるものと思います。 

広島県におきましても、好調な輸出を背景として生産が増加傾向に

あるなど、経済の回復基調は継続しているようでございます。こうし

た中で、平成１６年度の広島県の製造品出荷額は中国、四国、九州地

方で第 1 位となり、マツダ株式会社の中間決算は、売上高、中間利益

ともに過去最高を記録するなど、引き続き活発な企業活動や設備投資

が続いております。しかしながら、このような回復基調も都市部や沿

岸部を中心とした動向であり、中山間地に位置をしております本市の

状況といたしましては、景気の急速な回復は期待しにくい状況が続い
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ております。雇用の情勢といたしましては、国や県では改善傾向にあ

ると伝えられており、広島県の有効求人倍率は、昨年６月以来、１．

２倍を超える水準で推移をいたしております。 

なお、本市の状況といたしましては、昨年１１月から、ようやく有

効求人倍率が１倍を超える水準まで回復をいたしてはおりますものの、

今後しばらくの間は、楽観を許さない情勢が続くものと思われます。

また、フリーター、若年無業者の問題や中高年者をめぐる雇用情勢な

ど、依然として厳しい状況が続いております。 

三位一体改革につきましては、昨年１１月に国庫補助負担金の改革

及び税源移譲に係る、政府、与党合意が示されたところではございま

すが、その内容は、地方の裁量権の拡大につながるものではなく、地

方分権の理念や目的とは、かけはなれたものとなっており、我々、地

方公共団体にとりましては、いまだに不十分なものとなっております

ことから、今後も引き続き、この改革の本旨が早期に実現されるよう、

県や市長会と協力しながら、国に対して強く働きかけを続けてまいり

たいと考えております。 

県からの事務、権限の移譲につきましては、一昨年１１月に県が策

定をいたしました分権改革推進計画に基づき、また移譲項目やスケジ

ュールなどの詳細を決定した事務移譲具体化プログラムによって、本

市に対しても平成１８年度から段階的に移譲が実施される予定でござ

いますが、市民に最も身近な基礎自治体として、地域の実情や要望に

沿った行政を自主的･総合的に実施できますよう、県の支援をいただき

ながら円滑な事務の移行に努めてまいります。また、県の行財政改革

の一環といたしまして、本年３月で広島地域事務所建設局吉田維持管

理分室が廃止され広島地域事務所へ統一されます。また、平成１９年

３月には広島県立吉田少年自然の家が廃止されます。このような状況

の中で、これまで県が行っておりました事務が市に移管されるなど、

今後、市が処理するべき事務事業は、ますます多様化・高度化してい

くことが見込まれます。 

本市におきましては、市民との協働による、簡素で効率的な、良質

で迅速なサービス提供をめざして、一昨年１０月に、広く市民の方々

にご意見をいただく行政改革懇話会を、また行政内部の推進組織とい

たしまして行政改革推進本部を設置し、昨年３月に同懇話会からの答

申を受けて、安芸高田市行政改革大綱を策定いたしました。また、こ

の大綱を具現化し個々の事務事業へ直接反映させていくための実施計

画を策定いたしております。 

とりわけ平成１８年度におきましては、昨年度に引き続き、市独自

の取り組みといたしまして人件費の圧縮、事務事業全般にわたる行政

評価制度の導入へ向けて具体的検討、先日設置をいたしました公共事

業の再評価のための評価委員会の運用による公共事業の見直しをはじ

め、第３セクター健全化の取り組みや必要に応じた指定管理者制度並
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びに民間委託の導入などを厳正に実施し、今後は、集中改革プランの

円滑な遂行へ向けて、個々の事務事業の改善を計画的かつ早急に実施

してまいります。 

安芸高田市が誕生して、瞬く間に２年が経過をいたしましたが、平

成１８年度は、あらゆる市政運営において、戦略としての合併効果が

最大限有効に発揮できますよう事務事業の精査を重ね、私を含めた全

職員が常に緊張感の中に身を置くことによって、市民の皆様に真に信

頼をいただける効果的で効率のよい行政経営の実現を目指してまいり

ます。３年目を迎えた安芸高田市でございますが、新市建設計画並び

に安芸高田市総合計画に掲げております重点、懸案事項について、丁

寧に、また確実に実施をいたしてまいりますことが第一の使命である

と考えております。なお、市民の皆様の行政ニーズの多様化や地方分

権の推進に伴います事務移譲の実施などによって、市が処理するべき

事務事業の増加は避けては通れないものと想定されます。このような

状況にあって、常に良質な行政サービスの水準を確保し、提供してい

くためには、将来を見据えた、効率的な組織機構の構築が求められま

すことから、平成１８年度におきましては、行財政改革の取り組みに

ついても十分に考慮をし、双方の整合性を図りながら、その方向性を

明らかにしてまいりたいと考えております。ハード事業につきまして

は、引き続き厳選を期し、事業の重点化を基本といたします。なお、

具体的な事業といたしましては、行政機能を集中し市民の皆様への利

便性の高い行政サービスを提供するために、これまで、広くご意見を

いただき検討を重ねてまいりました、第２庁舎及び総合文化保健福祉

施設につきましては、平成１８年度の早い時期に着工の予定でござい

ます。また、葬斎場につきましては、できるだけ早期に方向性を決定

してまいりたいと考えております。交通網につきましては、本市にお

ける交通の大動脈でございますＪＲ芸備線及び県道広島三次線、国道

５４号、中国縦貫自動車道をはじめ、県から合併支援道路の位置づけ

をしていただいております各路線につきましても、総合的な交通体系

の構築という観点から、その整備・改良促進に引き続いて取り組んで

まいります。また、地域高規格道路、東広島高田道路の早期実現をめ

ざしてまいりますが、とりわけ向原吉田間につきましては、昨年夏に

地元説明会を開催し、現在は測量などに着手いたしております。早期

の工事着工へ向けた働きかけを、関係機関と連携して進めてまいりた

いと考えております。快適で魅力のある生活環境を支えるため上水道、

下水道につきましては、各事業ごとの基本計画に沿って順次整備を進

めてまいりますが、事業完了までに要する期間等も考慮をいたしなが

ら、市民の皆様に早期に均衡なサービスを享受していただけるよう、

その整備手法を含め、計画の見直しを総合的に検討いたしてまいりた

いと考えております。 

次に、まちづくりのためのソフト事業でございますが、既にご承知
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をいただいておりますように、本市は、住民と行政の協働のまちづく

り、人・輝く 安芸高田をまちづくりの柱として、この実現へ向けて、

市内３２の地域振興会組織と協働して、まちづくりを推進しておりま

す。昨年はまちづくり委員会を設置いたし、住民と行政との協働のま

ちづくりを実働させるための組織をスタートさせていただいたところ

でございます。今後は、市民の皆様方のご意見を、それぞれの地域振

興会組織を窓口として提案していただき、まちづくり委員会において、

市民と行政とが対等な立場で、ともに協力して地域課題を解決してい

くシステムとしての機能が果たされていくものと大きく期待をいたし

ております。本市は政令指定都市、広島市や学園・ハイテク都市、東

広島市に隣接しているうえ、自然、歴史、文化、一定の産業集積に恵

まれているなどの利点を有しており、これからの新たな地域づくりの

可能性を大きく秘めております。生活基盤整備などのハード事業と住

民と行政の協働のまちづくりというソフト事業が相互に機能しあうこ

とにより、真に住みやすく暮らしやすい、田園都市・安芸高田が実現

できるものと確信をいたしております。 

次に、平成１８年度予算編成の基本方針でございます。我が国の経

済情勢は、都市部を中心に企業収益の改善とともに個人消費につきま

しても持ち直しの兆しが見られるなど、踊り場状態から脱し、回復傾

向にあるといわれております。しかし現実には、その回復力に地域間

では格差が生じており、本市におきましても、依然として先行きが不

透明なまま推移をいたしておりますことから、税収入の急速な回復は

困難と思われます。また、三位一体改革に伴い、部分的な税源移譲は

行われましたものの、国庫補助負担金の削減や地方交付税制度の見直

しにより、安定した財源確保は不透明な状況が続いております。この

ような環境の中で、本市の財政基盤は、類似規模の市と比較して、税

収、基金保有高、地方債残高、財政力指数など、いずれの数値も脆弱

であるといわざるを得ない状況にあり、財政健全化の取り組みが喫緊

の課題となっております。 

一方、地方分権の推進や事務、権限移譲へ対応をはじめ、主要重点

施策の取組みなど、早期に解決すべき懸案事項が山積をいたしており、

本市が、真に必要な住民サービスの水準を確保しながら、将来向け持

続的に発展を続けていくためには、さらなる内部努力や事務事業の抜

本的な見直しなど、一層の緊張感をもって行財政改革を推進いたし、

地域の個性と魅力を創出し、誇りの持てるまち、人と自然が共生し、

心豊かな暮らしを創造するまち、交流、連携を通じて創造性と活力を

創出するまちという３つの視点から、住民と行政が奏でる協働のまち

づくりの実現に努めてまいります。 

平成１８年度の予算編成にあたりまして、行政改革大綱及び行政改

革実施計画の主旨を基底に置き、職員 1 人 1 人が主体的かつ積極的に

知恵を出し合い、次の３つの柱に沿って調製をいたしました。 
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１つが、行政改革大綱、実施計画、集中改革プランの内容を踏まえ

た歳出の抑制、経費の節減合理化、収入に見合った支出、簡素で効率

的な行財政システムの構築。 

次に、事業の優先度や事業効果、まちづくり、地域づくりを慎重に

考慮した厳正な施策選択と集中による財源の重点配分。 

次に、職員 1 人 1 人が自覚と責任と誇りを持ち、各自が事務執行の

主体者としての認識のもとに、全職員一丸となった行政執行体制の構

築でございます。 

それでは、安芸高田市総合計画の基本計画に掲げております施策の

体系に沿って、平成１８年度予算案の大要について、ご説明を申し上

げます。 

快適で賑わいのあるまちづくりについてでございます。 

本市が有しております美しい田園環境を都市機能と調和させ、市民

の皆様が誰でも快適な行政サービスを享受できますよう、安心と魅力

を備えたまちづくりを推進してまいります。そのためには、それぞれ

の地域の生活圏の中心となります地域拠点の整備など、魅力のある拠

点づくりを進めますとともに、これらの拠点の間を連絡する交通、情

報通信などの生活基盤整備や、安心して暮らすことのできる生活環境

の整備を行ってまいります。 

なお、本市におきましては、平成１６年度から、個人情報保護条例

並びに、情報公開条例を施行いたしており、行政の公平性の確保、透

明性の向上及び、市民の皆様への説明責任の明確化という観点から、

迅速でわかりやすい行政情報の提供、共有化に努めてまいります。ま

た、地域懇談会の開催など、きめ細やかな公聴によって、わかりやす

い身近な行政サービスの充実に努めてまいります。 

第 1 に個性あるまちづくりでございます。まず、魅力ある拠点づく

りでございますが、市役所本庁につきましては、安芸高田市発足以来、

吉田町内に事務所を４カ所に分散いたし、分庁舎方式で執務を行って

おります。この間、市民の皆様には多大なるご不便をかけておるわけ

でございますが、平成１８年度から、庁舎周辺の道路などの改良を併

せ、市役所第２庁舎・総合文化保健福祉施設の建設に着工をいたす運

びとにさせていただきました。このことにつきましては、市議会をは

じめ市民の皆様方に熱心なご議論をいただきましたことに、深く感謝

を申し上げますとともに、早期に工事完成の日を迎えることができま

すように、今後一層皆様方のお力添えをよろしくお願いをいたします。 

また、各支所や学校跡地等の空き施設の利用につきましては、市民の

皆様からのお知恵をいただきながら、引き続き検討をいたし、公共的

団体などを中心に施設を有効に活用していただくなど、地域拠点とし

ての積極的な利用を図ってまいりますが、平成１８年度は、美土里町

内の旧小学校跡地への振興会活動拠点施設の建設や、向原支所の改築

によります市民ギャラリーの設置など、順次、計画的に取り組みを進
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めてまいります。 

次に、美しいまちづくりでございますが、本市の有する豊かな水や

自然を生かし、訪れる人々に感動を与え市民の皆様が誇りを持てる、

個性豊かで美しいまちづくりの実現へ向けた環境美化や道路管理など、

市民による自主的な活動を促進、支援してまいります。 

第２に、定住と交流のネットワークづくりでございます。 

まず、幹線道路の整備でございますが、道路網の整備は、地域の一

体的な発展を実現するための基盤をなすものでございます。このこと

は、地域福祉や若者定住をはじめ、地域活性化施策推進の基盤として

必要不可欠なものでございますことから、合併支援道路として位置づ

けられております。現在、整備路線として指定をいただいております

地域高規格道路、東広島高田道路、吉田～向原区間の早期着工をはじ

め、県道原田吉田線、また、国道５４号可部バイパスなどの早期整備

へ向けた関係機関との連携、協議を促進し、広域交通ネットワークの

充実を図ってまいります。そのため、平成１８年度からは、建設部へ

地域高規格道路対策室を設置いたし、取り組みの強化を図ってまいり

ます。また、昨年度から、県からの権限移譲により一部の県道改良及

び維持を本市で行っております。このことも併せ、さらに、地域拠点

と市の中心部を結ぶ、また、地域拠点を相互に結ぶ道路につきまして

は、財政的にも厳しい環境の中ではございますが、将来的な財政状況

も勘案いたしながら総合的かつ計画的な整備に努め、市道改良や維持

管理を含め、体系的な道路網整備によって円滑な地域間交流や連携の

促進に努めてまいります。 

次に、公共交通体系の整備につきましては、昨年１１月から地方バ

ス路線の再編をいたし、同時に、バス運行の範囲外となりました地域

を対象として、予約乗合タクシーの運行をしているところでございま

す。また、ＪＲ芸備線及びＪＲ三江線につきましては、継続して利用

の促進を図ってまいりますが、とりわけＪＲ芸備線につきましては、

駅周辺のターミナル機能の向上や通勤快速列車の充実などが求められ

ており、本市といたしましては、昨年の向原駅ビル商業施設、ラ・ポ

ートの開業と併せ、列車を利用される皆様の利便性の向上へ向けて、

向原駅東口駐車場、パーク＆ライドを整備したところでございます。 

次に、情報基盤の整備については、地域情報化基本計画の策定へ向

けて新たに地域情報化推進委員会を設置いたし、全市的な地域情報化

の検討を行います。また、現行での高速インターネットの対象外地域

の解消へ向けて、情報格差を早期に是正するための予算措置をいたし

ております。また、行政事務事業の執行に係りますシステムの構築に

つきましては、その必要度合いなどを厳正に精査いたし、費用対効果

を勘案しながら、より迅速で上質な行政サービスの提供に努めてまい

ります。 

第３に、安全で快適な生活環境の創造でございます。 
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まず、安全なまちづくりの推進でございますが、高度情報化に伴う

情報の氾濫や生活手段の変化とともに市民生活にも新たな危険が迫っ

てきております。市民の安全で安心な暮らしを確保するための総合窓

口といたしまして､昨年から、総務部内へ安全推進室を設置いたしてお

ります。その結果、同時期に設置をいたしました消費生活相談員や、

家庭児童相談員などとの庁内連携はもとより、警察など関係機関との

連携も円滑化いたしております。具体的には、昨年来、全国的に多発

をいたしました、幼児や児童への凶悪犯罪を防止する取り組みも含め、

学校などの教育機関や地域の皆様との協力関係の中で迅速な対応が可

能となり、市民の安全確保に成果を見ているところでございます。平

成１８年度は、安全なまちづくり事業といたしまして、犯罪抑止のた

めの防犯パトロールカーの設置や安全推進大会の開催などの取り組み

を実施いたしますとともに、防犯施設整備への補助制度の周知及び実

施なども併せ、防犯、交通安全対策の充実に努めてまいります。 

防災につきましては、地域防災計画に基づきまして、災害発生時に

おける、初動マニュアルの明確化を考えております。また、地域振興

会などと連携をいたし、自主防災組織の設立と支援に努めますととも

に、災害時における情報の一斉通報手段といたしまして、有効な防災

無線等の導入について調査研究を行ってまいりたいと考えております。

市民の皆様の生命と財産を守る消防行政につきましては､その使命を

全うし市民の皆様の信頼にこたえることができますよう、老朽化した

資機材につきましても随時、計画的に更新に努めてまいりますが、消

防本部と消防団が緊密に連携いたし、総合的な運用が図られるよう、

消防体制の充実に努めてまいります。なお、永年の懸案でございまし

た、拠点施設につきましては、施設及び救急車の整備に係る予算を計

上いたしておりますが、当初は暫定的に運用を開始し、段階的に充実

を図ってまいるよう考えておりますので、ご理解とご支援をいただき

ますようにお願いを申し上げます。また、国民保護法の施行に伴い、

国民保護計画の策定が求められておりますことから、国民保護協議会

を設置いたしますとともに、行政内へ、国民保護対策本部及び、緊急

事態対策本部を設置することとしております。 

次に、生活環境の整備でございますが、快適な暮らしのための基盤

となります､上水道及び下水道の整備につきましては､市民の皆様に等

しく良質なサービスを享受していただくよう、水道の未普及地域の解

消や汚水処理率の向上へ向け、汚水処理事業を継続、実施してまいり

ます。しかしながら、それぞれの事業の実施にあたりましては、地域

の要望や地理的条件、事業完成まで必要期間などを十分に勘案いたし、

将来へ向けての費用対効果の観点も併せながら、随時、事業手法の見

直しを含めた検証を行い、実態に即した合理的で効果的な整備に努め

てまいります。 

平成１８年度におきましては、水道事業は甲田給水区、吉田これは、
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丹比、可愛地区でございますが、及び八千代簡易水道の建設工事、美

土里町横田地区の水道整備は、事業推進に向けた実施調査を引き続き

予定しており、下水道につきましては吉田公共下水道、八千代及び甲

田特定環境保全公共下水道並びに、吉田入江地区の農業集落排水事業

に係ります処理施設建設や、管路整備などを予定いたしておりますが、

各事業とも、その実施にあたりましては市民の皆様方の啓発及び周知

に努め、公平負担の原則をご理解いただきながら加入の促進を図り、

事業効果を高めてまいりたいと考えております。また、し尿処理施設

でございますが、安芸高田清流園の処理能力の限界や施設の老朽化に

より、その早急な対応が懸案となっておりますことから、平成１８年

度より改修へ向けての調査業務に着手することといたしております。

住宅につきましては、住宅マスタープランに基づいて、整備を進めて

まいりますが、特に、市営住宅につきましては、若者定住住宅という

位置づけなど、将来へ向けて展望のもてる戦略として整備をいたした

いと考えております。なお、民間ストックを含めた総合的な施策展開

を図り、地域間格差の解消に努めてまいります。葬斎場につきまして

は､平成１８年度予算に、用地測量などを計上させていただいておりま

す。また、近年報道等でも話題とされ、ご心配をいただいております

アスベストの問題につきましては、市民の皆様へ健康被害を防止する

ため、該当する施設につきましては、除去工事費を計上いたしており

ます。 

次に４番目に、心豊かで創造性に富んだまちづくりでございます。 

市民の皆様に、心豊かな暮らしを実感していただける創造性に富ん

だまちづくりを積極的に推進いたしますとともに、安芸高田市の将来

を担う子どもたちが健やかに育つことのできる環境づくりに努めてま

いります。また、学校教育はもとより、生涯を通じて学び続けること

のできる学習環境を醸成いたし、時代の変化に柔軟に対応できる個性

と創造力の豊かな人材を育成するため、特色あるまちづくりを推進し

てまいります。 

第 1に、参加と協働によるまちづくりの推進でございます。 

本市におきましては、３２の地域振興組織が設立され、それぞれの

地域の実態に即して特色のある取り組みを積極的に実施していただい

ております。この間、その活動の定着へ向けて、昼夜を問わずご尽力

をいただいております地域の皆様方に、心から深く感謝をいたし、敬

意を表するものでございます。本市のまちづくりは、皆様のご要望を

的確に市政に反映させていくため、市民の主体的な参加によります、

協働のまちづくりを実現していくことでございます。それぞれの地域

の特性を尊重しながら互いが補い合い、連携して、地域に誇りを持ち、

豊かな暮らしを実感していただけるように、市民と行政とのパートナ

ーシップによるまちづくりを推進してまいります。本市では、昨年、

まちづくり委員会を設置いたしましたが、これは、市民と行政との協
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働のまちづくりの具体化へ向けて、地域振興会組織の代表と行政が、

地域課題の解決のために常に対等な立場で話合いを行うことのできる

システムとしてスタートをしたものでございます。地域の課題は、地

域の方々が一番よく把握しておられます。そして、その解決のために、

市民と行政がそれぞれの立場で、それぞれの役割を担いながら取り組

みを行う。このような地域振興会組織が円滑に機能していくことこそ

が、市民の皆様方の要望を速やかに行政へ反映できる、協働のシステ

ムづくりに他ならないものと考えております。なお、参加と協働のま

ちづくりの推進にあたりましては、支所別懇談会、自治懇談会などの

まちづくり懇談会をはじめとする公聴の充実、また、各地域振興会の

特色ある地域づくりの取り組みを交流し、さらなる発展へのステップ

としていただくための、市民主導型の安芸高田市民フォーラムの定着

化を図りますとともに、市広報などによります情報発信はもとより、

行政の公平性の確保と透明性の向上の観点から、個人情報の保護には

慎重な配慮をいたしながら、積極的な情報公開制度の運用により行政

情報の提供に努めてまいります。 

第２に、子どもや女性が生き生きと活動できる環境づくりでござい

ます。まず、男女共同参画社会の形成でございますが、男女がその性

別によって差別をされず、ひとりの人間として、その個性と能力を十

分に発揮することができ、社会の中で正当な評価と対等な社会的責任

を担うことのできる、男女共同参画社会の実現へ向けて、平成１７年

度に男女共同参画プランを策定いたしたところでございます。今後は、

啓発活動の実施によって、市民の皆様方への周知と理解を図りますと

ともに、共同参画の機会の確保や個々の能力を発揮できる環境づくり

に向けて具体的な取り組みを進めてまいります。 

次に、青少年の健全育成でございますが、平成１７年度から策定の

準備を進めておりました、青少年健全育成プランにつきましては、策

定のためのアンケート調査を予定いたしております。青少年の健全育

成につきましては、家庭､学校､地域が三位一体になって、地域社会全

体で支える総合的な施策展開が必要とされることから、皆様のお力添

えをいただきますようお願いいたします。 

続きまして、生涯学習社会の形成でございます。 

まず、学校教育の充実でございますが、本市における教育行政につ

きましては、安芸高田市教育基本プラン、新教育戦略２１及び安芸高

田市かがやきプランに基づいて、時代の変化に柔軟に対応でき、安芸

高田市の次代を担うことのできる個性と創造性豊な人材の育成、また、

主体的で自立した人材の育成を目指しております。皆様方には、既に

ご承知をいただいておりますように、確かな学力、豊かな心、健やか

な体、いわゆる、知、徳、体の基礎基本の徹底を重視して取り組みを

進めており、具体的には、確かな学力向上事業、豊かな心育成事業、

健やかな体育成事業、信頼される学校づくり事業を大きな４本の柱と
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しておりますが、とりわけ豊かな心育成事業といたしまして、平成１

７年度から不登校対策事業の適応指導教室を開設しており、徐々にで

はございますが、成果を上げているところでございます。確かな学力

向上事業といたしましては、教師の授業力向上のための施策の推進は

もとより、国際化社会を生きる子どもたちの育成という観点から、国

際理解教育の推進に力を入れてまいりたいと考えております。中でも、

英語教育の基盤となる小学校英語活動の充実を期し、国際理解講師の

配置及び小学校英語活動指導の専門機関との連携を導入いたします。

就学前教育につきましては、幼稚園、保育所との連携のもとに、小学

校教育への円滑なつながりを図ってまいります。言うまでもなく、子

どもたちの確かな未来を拓くための就学前教育及び学校教育は、家庭

はもとより地域の皆様方のご協力なくしてはなし得ないことから、協

力して育てるという意味の協育をキーワードといたし、市民の皆様の

緊密な連携によって教育の推進を図ってまいります。また、学校給食

につきましては、調理場の老朽化が進行いたしておりますことから、

学校給食調理場新設基本計画の策定準備に着手いたします。なお、本

市内の学校施設につきましては、経年のために維持修繕を必要とする

ものも多くございますことから、段階的な整備、計画的な施設改良に

努めてまいるよう考えておりますので、ご理解をいただきますようお

願いいたします。 

次に、生涯学習の推進でございますが、多様化、高度化を続けてお

ります市民の学習ニーズに応えるため､魅力ある学習プログラムの開

発、地域に育まれております歴史や文化などの特性を生かした多彩な

学習機会の提供に努め、生涯学習活動の振興を図ってまいります。平

成１８年度からは、第２庁舎と併設する総合文化保健福祉施設を着工

いたしますが、この施設は、文化ホール、図書館、公民館の機能を併

せもつものでございますことから、市内の公民館や図書館などのネッ

トワーク化を一層充実し、より利便性の高いシステムづくりに努め、

利用者へのサービスの向上に努めてまいります。国際交流事業につき

ましては、これまで取り組みを行ってまいりました各町の事業の経緯

と実績を踏まえ、国際人として柔軟に対応でき、寛容な心で何事にも

積極的に取り組むことのできる人材の育成を目指して事業を継続して

まいりますが、今後におきましては、派遣いたします人材は市内全域

から希望者を募り、機会の拡大に努めてまいります。 

第４でございます。文化、スポーツ、レクリエーションの振興でご

ざいまが、まず、文化の振興でございます。 

個性豊かな地域文化の創造と市民の皆様の文化活動の振興を図る､

本市の芸術文化活動の拠点と位置づけております文化ホール、総合文

化保健福祉施設につきましては､市役所第２庁舎との併設というかた

ちで、現市役所本庁舎隣に、いよいよ平成１８年度から工事着工とい

う運びとなりました。市民の皆様には、当分の間、生涯学習の活動に
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もご不便をおかけいたすものと思いますが､ご理解とご協力をいただ

きますよう重ねてお願いを申し上げます。本市内には中世の史跡など、

豊かな歴史的文化遺産がございます。さらには、神楽や田楽、子ども

歌舞伎等など、全国的にもたぐい稀な誇り高い郷土芸能がございます。

今後も、各文化協会など関係団体との連携を深め、これらの保存活用

を図ることや継承活動を支援いたし、歴史と伝統を生かした文化の薫

り高いまちづくりを進め、文化の振興に努めてまいります。 

次に、スポーツ、レクリエーションの振興でございますが、現在、

市が保有をいたしております社会体育施設等について、一層のＰＲ活

動を行い利用率の向上に努めてまいります。とりわけ、吉田温水プー

ルにつきましては､既存スポーツ施設との連携をもとより、福祉、医療、

保健事業との横断的な連携に努め、総合的で効果的な健康づくり施策

を展開いたし、市民の健康増進を担う中核施設といたしまして、有効

利用を促進してまいります。また、市民１人 1 人のライフステージに

応じたスポーツ活動を振興するため、総合型地域スポーツクラブの育

成支援をはじめ、サッカー、カヌー、ハンドボールをはじめとする特

色あるスポーツ活動への助成、スポーツ大会の開催などを通して、ス

ポーツの普及と推進に努めてまいります。さらに､Ｊ1リーグ・サンフ

レッチェ広島や湧永製薬ハンドボール部など、マザータウンとしての

活動の本拠地を本市に置き、日本のスポーツ界の第一線で活躍してお

られます、スポーツクラブのますますの飛躍へ向けて支援を行います

とともに、本市の全国的な知名度アップの観点からも地域ぐるみで応

援活動を推進してまいります。 

次に、５点目の人と環境にやさしいまちづくりでございます。 

市民１人 1 人の人権が大切にされる地域社会の中で、誰もが生き生

きと暮らすことのできる、人と環境にやさしいまちづくりに努めてま

いります。また、総合的で一体的な保健、医療、福祉サービスの提供

に努め、高齢化や少子化にも対応できる、支えあいを基本とする地域

福祉を実現いたしますとともに、自然環境の保全と活用を図り、環境

と共生できる循環型社会の実現を目指してまいります。 

まず、第 1 に人権が大切にされる、地域社会の創造でございます。

本市におきましては、国の人権教育及び人権啓発の推進に関する法律

に基づいて、人権啓発事業を推進いたしております。 

なお、本定例会へ人権尊重のまちづくり条例を上程させていただい

ておりますが、今後におきましては、国の法律及び条例に基づきまし

て、市民の皆様、１人 1人がお互いを正しく理解し合い､互いの人権を

認め合うことができるよう、あらゆる人権問題の解決へ向けて人権啓

発の取り組みを進めてまいります。また、各人権会館におきましては、

引き続き、人権総合相談会の開催など、市民の皆様にとって身近な人

権擁護活動を実施してまいります。 

近年、本市内におきましても、なりすまし詐欺などの事象が発生い



 24

たしておりますことから、昨年から、消費生活相談員を配置いたして

おります。万一、事象が発生をいたしましたときには、ご相談をいた

だけるよう、引き続いて周知に努めてまいります。 

第２に保健、医療の充実でございます。まず、健康づくりの推進で

ございますが、平成１８年度には策定委員会を設置いたし、広く市民

の皆様に総合的な健康づくり施策の展開のあり方について、ご意見を

いただきながら健康増進計画を策定いたします。この計画の策定によ

って、個々に独立して実施をいたしておりました、健康づくりの事業

の相互調整を図り、保健事業と生涯学習事業の連携など、効果的な事

業運用に努めてまいります。また、保健師が活動しやすい環境づくり

について検討を行い、市内全域へバランスのとれた保健サービスを提

供いたしたいと考えます。総合検診や人間ドック事業につきましては、

料金の一部負担制度を継続して実施することにより、受診を奨励し、

市民の皆様が生涯を通して健やかに暮らせることができるよう､施策

を推進してまいります。なお、検診の実施方法といたしましては、現

行の検診車による集団検診から、より高度な設備のもとで検査が実施

できる総合病院での、個別委託検診の導入についても検討をいたして

参ります。 

次に、地域保健医療体制の充実でございますが、救急医療への対応

につきましては､迅速な救急体制の構築の一環といたしまして、昨年か

ら安芸高田消防署で携帯電話からの１１９番通報の受付を開始いたし

ております。また、永年にわたり重要な懸案事項として検討をさせて

いただいておりました拠点施設の設置に係る予算を、施設整備費及び

救急車整備費として計上いたしおります。当面は、暫定的な体制で運

用をスタートし、段階的に運用形態の確立を図ってまいりたいと考え

ておりますが、今後も継続して、迅速で信頼感のある救急体制の確保

に努めてまいります。 

地域医療につきましては、その中核となりますＪＡ吉田総合病院や

市医師会との連携によって、医療体制の充実に努めてまいります。ま

た、かかりつけ医、かかりつけ歯科医などのシステム構築とともに､

各地域診療所の効果的な運用に努め、医療機関相互の連携システムな

どの運用によって、良質な医療の提供に努めてまいります。また、予

防接種や結核検診など感染症予防事業の取組みも併せて進めてまいり

ます。 

第３に、社会全体で支える福祉の充実でございます。 

まず、地域福祉の推進でございますが、地域福祉につきましては、

市民の皆様の相互扶助を基本といたし、安芸高田市社会福祉協議会な

ど、関係機関との緊密な連携のもとに､地域実態に応じたきめ細やかな

福祉体制の確立に努めてまいります。また、平成１８年度におきまし

ては、障害者が地域の中で安心して暮らせることのできるよう、自立

支援法に基づいて障害者福祉計画を策定し、認定審査会の設置及び調
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査業務の実施など、３障害知的、精神、肢体障害への基本的、総合的

な組織機構も併せ、事業の構築を図ります。また、市内に所在してお

ります障害者福祉施設等と連携をいたしながら、障害者の自立と社会

参加を実現する福祉対策としての生活支援、福祉サービスを推進して

まいります。 

第２庁舎及び総合文化保健施設の建設をはじめ、公共性の高い施設

の整備にあたりましては､ハートビル法などに基づき、誰もが利用しや

すい､人にやさしいユニバーサルデザインの考え方を基本といたしま

すとともに、既存施設につきましては、計画的にバリアフリー化への

対応をしてまいります。 

次に、豊かな高齢社会の形成でございますが、特別養護老人ホーム

の整備につきましては、向原町に建設を進めてまいりました特別養護

老人ホームかがやきが、本年２月２５日に完成をいたしましたことか

ら、当面は、各町への整備が完了をいたしました。公的な福祉サービ

スにつきましては､高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画に基づ

いて具体的な諸施策を実施してまいりますが、とりわけ、平成１８年

度からは、予防重視型システムへの転換への対応のための地域包括支

援センターを設置いたし、同センターを拠点とした介護予防のための

施策を総合的に展開してまいります。また、安芸高田市シルバー人材

センターは、関係者の皆様方の並々ならぬご努力によりまして、昨春、

新たな社団法人として発足されました。同センターは、高齢者の社会

参加と生きがいづくりを推進していく団体として、今後も引き続き、

支援を行ってまいります。また、敬老祝い品制度につきましては、事

業の重点化を図る観点から、平成１８年度からは１００歳に到達され

た皆様に記念品を贈呈するように事業を変更し実施することといたし

ました。 

次に、子育て環境の充実でございますが、子育て支援事業の一環と

いたしまして、県からの権限移譲を受けて、昨年から、家庭児童相談

員を設置しております。また、平成１８年度からは、児童福祉法に基

づいて、要保護児童対策地域協議会を設置いたします。この協議会で

は、児童虐待の予防、早期発見及び早期対応を図るものでございます

が、相談員の行います児童虐待や家庭内暴力などについての相談、支

援、指導、措置という職務と緊密に連携させ、実効ある運営に努めて

まいります。また、提供会員が依頼会員の子どもを必要に応じて一時

的に預かるファミリー・サポート事業、いわいる子育て応援登録会員

制度でございますが、これを昨年１０月から実施いたしており、制度

の周知とともに、登録会員数も増加傾向にあります。今後におきまし

ても、相互扶助の新しいかたちの子育て支援として運用を続けてまい

ります。なお、保育行政につきましては、少子化対策の一助として、

保護者の就労と子育てを両立さしていただくための条件整備といたし

まして、保育時間の延長など、保育サービスの充実に努めてまいりま
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す。近年、女性の社会進出や共働き家庭の拡大に伴いまして、３歳未

満児の保育要望が高まっておりますことから、平成１８年度には、３

歳未満児専用で定員を８０人程度といたします、吉田保育所第２園舎

の整備を行うよう予算を計上いたしましたところでございます。また、

在宅の未就園児につきましては､核家族化などに伴い子育てに関して

相談する相手がなく、育児に悩みを持っておられる保護者などを支援

いたします、育て支援センター事業､また、児童館や放課後児童クラブ

などの施策を継続して実施してまいります。 

第４に環境との共生でございます。 

まず、自然環境の保全と活用でございますが、本市には、都会には

ない美しい山や川、清らかな水と緑、豊かな田園など多くの自然がご

ざいます。近年、人が快適に生活していくために欠くことのできない

ものとして、自然環境が果たします重要性に対する認識が高まってお

り、その保全につきましては､自然との共生の原則として、後世へ継承

していくことが求められております。本市といたしましては、農地や

森林の保全も併せ、環境美化条例に基づいて、ゴミの不法投棄や野焼

きの防止、有害物質や油等によります水質汚濁の防止など、安全で安

心な市民生活の確保という観点からもパトロールの実施はもとより、

改善指導などの取り組みを強化してまいります。また、市民や団体等

の行います環境保全活動への支援などを積極的に実施いたしますとと

もに、学校や地域活動とも連携し、環境保全のための啓発活動に努め

てまいります。また、本市は、特色のある自然とふれあう場を数多く

保有しておりますことから、管理の充実とともに内外への周知を図り、

利用の活性化に努めてまいります。 

次に、循環型社会の形成でございますが、循環型社会の構築は、今

や緊急を要する社会的な命題でございます。本市といたしましては、

地球温暖化防止の一環として、平成１７年度に安芸高田市地球温暖化

対策実行計画を策定し、市役所本庁をはじめ、行政関係施設から排出

する二酸化炭素発生量を抑制する取り組みを始めております。また、

市民や事業者の皆様へ家庭や事業所で取り組んでいただくことのでき

る、地球温暖化防止のための啓発を実施し、日常生活の中での二酸化

炭素排出量の抑制への協力をお願いしております。また、ゴミの分別

収集の徹底など、関係機関との緊密な連携を図り、一般廃棄物の排出

量の抑制と循環資源の利用に取り組んでまいります。具体的な個別事

業といたしましては､家庭用ゴミ処理機購入補助金､リサイクル推進補

助、ゴミステーション設置補助など市独自の制度を運用いたしており

ますが､市民の皆様からたくさんのご要望をいただいておりますこと

から、平成１８年度も引き続いて予算を計上したところでございます。 

６番目に多彩な生産と交流のまちづくりでございます。 

本市に蓄積をいたしております、多様な資源や豊かな環境を活用い

たし、将来へ向けて持続的で安定的な発展をめざして、特色ある産業
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の活性化に努め、次により多彩な生産と交流を推進してまいります。 

第 1に、産業の振興でございます。 

まず、農林水産業の振興でございますが、農業は、安芸高田市にお

ける基幹産業でありますことから、安芸高田市広域農業振興計画の具

体化へ向けて、県や広島北部農協など関係機関と緊密な連携、協力の

もとに総合的な農業振興に努めてまいります。具体的には､生産コスト

の低減や生産力の向上、多面的機能を生かすような生産基盤の整備を

進め、地域営農の確立、農地の流動化や農作業受委託、有害鳥獣被害

対策を通じた地域ぐるみの農業生産活動と農地保全などの取り組みを

促進してまいります。また、平成１９年度から新たに導入されます、

品目横断的経営安定対策に対応するため、広島北部農協など関係機関

と連携し、地域の核となる担い手の育成と集落営農の推進をいたしま

すとともに、新技術の導入などへ支援をいたしてまいります。 

平成１８年度からは、新たに非常勤特別職として、農業技術指導員

を設置し、集落営農の推進、担い手の育成をはじめ、農畜産物処理加

工施設や市内の産直市などへの、農作物の供給体制の確立を図ってま

いります。また、農産物の販路拡大と、安定的な販売先確保の観点か

ら、経営構造対策事業といたしまして、現在、農畜産物処理加工施設

を建設いたしております。同施設の稼動へ合わせ、安定した野菜供給

のための生産施設などの補助事業を創設いたしました。中山間地域等

直接支払制度につきましては、昨年、５年間の事業継続が決定されま

した。平成１７年度からの２期対策におきましては、１９０件を超え

る協定がなされておりますことから、引き続き、集落単位での農地保

全及び生産性の向上や担い手育成の取り組みについて支援を行ってま

いります。また、県のモデル事業として、資源保全実態調査事業、農

地、水、農村環境保全向上活動支援実験事業を吉田町可愛地区で実施

する予定といたしておりますが、この事業は、中山間地域等直接支払

制度の平野版ともいうべきものでございます。昨年、高宮堆肥センタ

ーが完成をいたしました。現在、市内には３カ所の堆肥センターと全

農高宮実験牧場の堆肥場の計４カ所がございます。しかしながら、施

設によりましては、老朽化が進んでいるものもございますことから、

これらの効率的な利用を図るため、堆肥の計画的な生産や良質な堆肥

生産のための技術の向上を図り、園芸農家や稲作農家などへの利用を

促進いたします。また、これまで取り組んできております、こだわり

米の生産と連携させて、資源循環型農業の推進を図ってまいります。

また、特産品につきましては、ブランドとして定着をいたしておりま

す、水耕ネギの産地拡大に努めてまいります。農林業の生産基盤整備

につきましては、ほ場整備事業の法恩地井才田地区並びに、中山間地

域総合整備事業の高地長屋地区は平成１８年度に、ほ場整備事業の川

根地区は平成１９年度に、それぞれ事業完了目指してまいります。森

林整備事業につきましては、高田郡森林組合と連携をいたしながら、
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計画的な整備に努めてまいります。農林道等の整備につきましては、

適正な事業推進に努めます。水産業につきましては､漁業協同組合等と

連携し、水産資源の維持増大を図ってまいります。 

次に、商工業の振興でございますが、市内の６町商工会は、平成１

９年４月を目途に合併を予定されております。市といたしましては、

地域経済の活性化を目指して、将来への展望のある創業や人材育成等

を主眼として、地域情報サイトや産業活動支援センターの運用など、

情報の収集及び提供、人材の育成などへの取り組みを促進してまいり

ます。なお、現在、国費事業として、地域雇用創造事業及び、地域雇

用創造調査事業などを実施していただいておりますが、市といたしま

しては、将来的には、市内の企業の皆様との連絡協議会や懇談会など

の設定もいたしたいと考えており、市が実施いたします情報基盤や広

域交通網の一層の整備によって､若者定住につながる企業誘致や雇用

の創出に努めてまいります。 

第２に、交流ネットワークづくりでございます。まず、観光の振興

でございますが、市内各地には、豊かな自然、温泉施設、豊富な歴史

遺産、地域の伝統芸能など、広く認められた多彩な観光資源がござい

ます。これらの積極的な活用はもとより、新たな観光資源の開発に取

り組みますとともに、企業の施設見学を組み込むなど、新たな発想で

ネットワーク化の可能性を探り、周遊型観光ルートの形成や地域資源

を多彩に活用した観光及び、交流活動の推進に努めてまいります。ま

た、安芸高田花火大会につきましては、市民全体のまつりとして、ま

た安芸高田市のＰＲの機会及び内外の交流の場として位置づけ、その

定着へ向けて支援に努めてまいります。 

次に、交流活動の推進でございますが、それぞれの町を単位として

開催がされております、まつりにつきましては、元気が出る地域振興

という観点から、引き続いて助成を行い、支援をいたしてまいります。

国際交流につきましては、教育事業とも連携のうえ、これまでの各町

の実績を尊重しながら､派遣する人選についても段階的には市内全域

への拡大を図り、姉妹都市との交流を継続することによって､国際感覚

に優れた、国際化にも柔軟に対応できる人材を育成してまいります。

また、国内の姉妹都市との交流につきましても、これまでの歴史的経

緯を尊重し、交流を継続してまいりたいと考えております。 

予算額の概要でございます。５番目ですが、以上を施策の柱といた

しまして、平成１８年度予算を編成いたしましたところ、一般会計予

算の総額は、平成１７年度当初予算額と比較して、８.９％減少し、２

０７億６千万円となりました。これに対します財源といたしましては、

市税が３２億１，８４２万２千円、地方交付税８８億２千万円、国県

支出金２４億３，６８０万５千円、繰入金が７億６，０６８万円、市

債３３億５００万円などを充当いたしております。特別会計といたし

ましては、国民健康保険特別会計３６億９，１６９万２千円、老人保
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健特別会計が５７億８，８７５万５千円、介護保険特別会計が３４億

１，５６４万８千円、介護サービス特別会計が１，７９６万４千円、

公共下水道事業特別会計が４億２，７５０万４千円、特定環境保全公

共下水道事業特別会計が８億８，２９３万６千円、農業集落排水事業

特別会計が６億９，５７３万５千円、浄化槽整備事業特別会計２億７，

１３８万４千円、コミュニティ・プラント整備事業特別会計９９９万

５千円、簡易水道事業特別会計が１１億６１７万８千円、飲料水供給

事業特別会計が９３９万９千円でございます。水道事業会計予算とい

たしましては、第３条予算が２億９，１４５万５千円、第４条予算が

２億７，４４４万４千円でございます。 

どうぞ、慎重にご審議をいただき、適切なる議決をいただきますよ

うお願い申し上げます。 

以上、施政方針にさせていただきます。 

○松 浦 議 長   これをもって、施政方針を終わります。 

お諮りします。 

この際、１５時２５分まで休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ３時１２分 休憩 

午後 ３時２５分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

日程第８ 議案第５２号 平成１８年度安芸高田市一般会計予算 

日程第９ 議案第５３号 平成１８年度安芸高田市国民健康保険 

特別会計予算 

日程第１０ 議案第５４号 平成１８年度安芸高田市老人保健特 

別会計予算 

日程第１１ 議案第５５号 平成１８年度安芸高田市介護保険特 

別会計予算 

日程第１２ 議案第５６号 平成１８年度安芸高田市介護サービ 

ス特別会計予算 

日程第１３ 議案第５７号 平成１８年度安芸高田市公共下水道 

事業特別会計予算 

日程第１４ 議案第５８号 平成１８年度安芸高田市特定環境保 

全公共下水道事業特別会計予算 

日程第１５ 議案第５９号 平成１８年度安芸高田市農業集落排 

水事業特別会計予算 

日程第１６ 議案第６０号 平成１８年度安芸高田市浄化槽整備 

事業特別会計予算 

日程第１７ 議案第６１号 平成１８年度安芸高田市コミュニテ 

ィ・プラント整備事業特別会計予算 

日程第１８ 議案第６２号 平成１８年度安芸高田市簡易水道事 

業特別会計予算 
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日程第１９ 議案第６３号 平成１８年度安芸高田市飲料水供給 

事業特別会計予算 

日程第２０ 議案第６４号 平成１８年度安芸高田市水道事業会 

計予算 

○松 浦 議 長   それでは休憩前に引き続きまして、会議を再開いたいします。 

この際、日程第８、議案第５２号、平成１８年度安芸高田市一般会

計予算の件から、日程第２０、議案第６４号、平成１８年度安芸高田

市水道事業会計予算の件まで１３件を一括議題といたします。 

提出者から、提案理由の説明を求めます。 

市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   提案理由の説明を申し上げます。議案第５２号、議案名が平成１８

年度安芸高田市一般会計予算でございます。 

本案は、平成１８年度、安芸高田市一般会計予算を調整いたしまし

たので、議会へ上程し、議決をお願いするものでございます。予算の

総額を、歳入歳出それぞれ、２０７億６千万円とするものでございま

す。債務負担行為につきましては、３件で限度額合計を７，８５０万

円とするものでございます。地方債につきましては、その借入れ限度

額を３３億５００万円と定めるものでございます。また､一時借入金に

つきましては、借入限度額を５０億円と定めるものでございます。 

続きまして、議案第５３号、平成１８年度安芸高田市国民健康保険

特別会計予算の提案理由でございます。 

本案は、平成１８年度、安芸高田市国民健康保険特別会計予算の総

額を、歳入歳出それぞれ３６億９，１６９万２千円とするものでござ

います。また､一時借入金につきましては、借入限度額を７億円と定め

るものでございます。 

続きまして、議案第５４号、平成１８年度安芸高田市老人保健特別

会計予算の提案理由の説明でございます。 

本案は、平成１８年度、安芸高田市老人保健特別会計予算の総額を、

歳入歳出それぞれ５７億８，８７５万５千円とするものでございます。

また、一時借入金につきましては、その借入限度額を４億円と定める

ものでございます。 

続きまして、議案第５５号、平成１８年度安芸高田市介護保険特別

会計予算の提案理由の説明でございます。 

本案は、平成１８年度、安芸高田市介護保険特別会計予算の総額を、

歳入歳出それぞれ３４億１，５６４万８千円とするものでございます。

また､一時借入金につきましては、その借入限度額を１億円と定めるも

のでございます。 

続きまして、議案第５６号、議案名が平成１８年度安芸高田市介護

サービス特別会計予算の提案理由の説明でございます。 

本案は、平成１８年度、安芸高田市介護サービス特別会計予算の総

額を、歳入歳出それぞれ１，７９６万４千円とするものでございます。
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また､一時借入金につきましては、その借入限度額を１千万円と定める

ものでございます。 

続きまして、議案第５７号、議案名が平成１８年度安芸高田市公共

下水道事業特別会計予算の提案理由の説明でございます。 

本案は、平成１８年度、安芸高田市公共下水道事業特別会計予算の

総額を、歳入歳出それぞれ４億２，７５０万４千円とするものでござ

います。債務負担行為につきましては、排水設備改良に係る利子補給

について、債務負担を設定するものでございます。地方債につきまし

ては、その借入れ限度額を１億５，７７０万円と定めております。ま

た､一時借入金につきましてはその借入限度額を４億円と定めるもの

でございます。 

続きまして、議案第５８号、平成１８年度安芸高田市特定環境保全

公共下水道事業特別会計予算でございます。提案理由の説明をいたし

ます。 

本案は、平成１８年度、安芸高田市特定環境保全公共下水道事業特

別会計予算の総額を、歳入歳出それぞれ８億８，２９３万６千円とす

るものでございます。債務負担行為につきましては、排水設備改良に

係る利子補給について債務負担を設定するものでございます。地方債

につきましては、その借入れ限度額を、３億１，７５０万円と定めて

おります。また､一時借入金につきましては、その借入限度額を８億円

と定めるものでございます。 

続きまして、議案第５９号、議案名が、平成１８年度安芸高田市農

業集落排水事業特別会計予算の提案理由を申し上げます。 

本案は、平成１８年度、安芸高田市農業集落排水事業特別会計予算

の総額を、歳入歳出それぞれ６億９，５７３万５千円とするものでご

ざいます。債務負担行為につきましては、排水設備改良に係る利子補

給について債務負担を設定するものでございます。地方債につきまし

ては、その借入れ限度額を１億６，８００万円と定めております。ま

た､一時借入金につきましては、その借入限度額を６億円と定めるもの

でございます。 

続きまして、議案第６０号、議案名が、平成１８年度安芸高田市浄

化槽整備事業特別会計予算の提案理由の説明を申し上げます。 

本案は、平成１８年度の安芸高田市浄化槽整備事業特別会計予算の

総額を、歳入歳出それぞれ２億７，１３８万４千円とするものでござ

います。債務負担行為につきましては、排水設備改良に係る利子補給

について債務負担を設定するものでございます。地方債につきまして

は、その借入れ限度額を８，１４０万円と定めております。また､一時

借入金につきましては、その借入限度額を２億５千万円と定めるもの

でございます。 

続きまして、議案第６１号でございます。議案名が、平成１８年度

安芸高田市コミュニティ・プラント整備事業特別会計予算でございま
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す。 

本案は、平成１８年度安芸高田市コミュニティ・プラント整備事業

特別会計予算の総額を、歳入歳出それぞれ９９９万５千円とするもの

でございます。債務負担行為につきましては、排水設備改良に係る利

子補給について、債務負担を設定するものでございます。また､一時借

入金につきましては、その借入限度額を９００万円と定めるものでご

ざいます。 

続きまして、議案第６２号、議案名が、平成１８年度安芸高田市簡

易水道事業特別会計予算でございます。 

本案は、平成１８年度、安芸高田市簡易水道事業特別会計予算の総

額を、歳入歳出それぞれ１１億６１７万８千円とするものでございま

す。地方債につきましては、その借入限度額を３億４，６８０万円と

定めております。また、一時借入金につきましては、その借入限度額

を７億円と定めるものでございます。 

続きまして、議案第６３号でございます。議案名が、平成１８年度

安芸高田市飲料水供給事業特別会計予算でございます。 

本案は、平成１８年度、安芸高田市飲料水供給事業特別会計予算の

総額を、歳入歳出それぞれ９３９万９千円とするものでございます。

また、一時借入金につきましては、その借入限度額を８００万円と定

めるものでございます。 

続きまして、議案第６４号でございます。議案名が、平成１８年度

安芸高田市水道事業会計予算でございます。提案理由の説明を申し上

げます。 

本案も同様に、平成１８年度、安芸高田市水道事業会計に係ります

予算について、議会の議決をお願いするものでございます。予算第３

条は、水道事業の経営活動に伴い発生すると予定される収益と、これ

に対応する費用を計上したもので、収益的収入及び支出の予定額を２

億９，１４５万５千円とするものでございます。次に、予算第４条は、

施設の整備、拡充等の建設改良費と建設改良に要する資金の予定額で、

資本的収入の予定額を１億８，１４３万円、資本的支出の予定額を２

億７，４４４万４千円とするものでございます。資本的収入額が資本

的支出額に対して不足する額は、９，３０１万４千円は、これは当年

度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額５５４万６千円、当年度

分損益勘定留保資金７，０５１万４千円、建設改良積立金が１，６１

１万８千円及び、繰越利益剰余金処分額８３万６千円で補てんするも

のでございます。 

次に、予算第６条に定めます企業債の限度額を８，７００万円とす

るものでございます。 

以上、よろしく審議のうえ、決定をいただきたいと思います。以上

で終わります。 

○松 浦 議 長   これをもって提案理由の説明を終わります。 
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お諮りいたします。 

本１３件につきましては、議会運営委員長の報告のとおり、一括質

疑の後、特別委員会に付託される予定となっておりますので、各担当

部長の要点の説明につきましては、省略いたしたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認め、要点の説明を省略いたします。 

○岡 田 議 員   ちょっとね、ちょっと朗読しとらにゃいけんところが欠けとるんじ

ゃないか思うんですが、暫時休憩してください。 

○松 浦 議 長   はい。暫時休憩いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ３時４０分 休憩 

午後 ３時４１分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○松 浦 議 長   再開いたします。 

          提案理由の説明を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   提案理由の説明の中で、最後に申し上げる部分が欠落をしておりま

した。おっしゃる通りでございます。読み上げさせていただきます。 

一時借入金につきましては、第６条、一時借入金の限度額は３億と

定めるものでございます。 

以上でございます。 

○松 浦 議 長   これをもって、提案理由の説明を終わります。 

お諮りいたします。 

本１３件につきましては、議会運営委員長の報告のとおり、一括質

疑の後、特別委員会に付託される予定になっておりますので、各担当

部長の要点の説明につきましては、省略いたしたいと思います。 

これに、ご異議ありませんか。 

〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認め、要点の説明を省略いたします。 

これより一括質疑に入ります。 

質疑ありませんか。 

○熊 高 議 員   議長。 

○松 浦 議 長   １０番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員   予算特別委員会が行われるという前提でございますので、大まかな

部分で少しお伺いしたいと思いますが、年々厳しい財政状況の中であ

って、今回の予算もそういったことを念頭に置いての予算組みという

ことで、苦心をされた跡が見えるように思います。こういった予算を

組まれるにあたって、当然各部から上がった内容を、それぞれ査定を

されて、最終的にこういったかたちで提案をされたということになろ

うと思いますが、査定の段階の公開をするような自治体もあるわけで
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すが、そういった査定の状況というのを、流れ、あるいは今後、査定

の状況も含めて公開される考えはないかどうか。というのはやはり、

各それぞれの担当者が上げてきた事業というのは、それなりにしっか

りとした裏づけを持って、提案をしてくると思うんですね。それを、

それぞれの段階で、査定で変更していくということは、やはりそれぞ

れの理由があって、査定して削るものは削っていく、あるいは、つけ

足していくものはつけ足していく、そういう段階があろうと思います

が、そういった流れについて、どのようにお考えかという点を、まず

１点にお伺いしたいというふうに思います。 

          それから、全体の予算の中で、今国でもいろいろ介護、あるいは医

療、そういったものに対するお金を抑制して、少子対策、そういった

ものに重点を置いていこうという流れにありますが、本市においても、

介護とか医療とかそういった部分へ１２０数億のものが、簡単に見た

だけでもあるわけですね。そういったものをいかに今後は減らしてい

くかということ、これが新しい介護保険制度のひとつの流れのあるわ

けですけど、そういった新しいスタートになるわけですけども、そう

いった介護の部分、医療の部分をどのように減していって、その分の

お金を、少子対策に持ってきたというような、今後そういった方向と

いうのが全体の中で、私には少し見えてきていないというふうな気が

しますんで、そういった方向づけでの考えというのも、単年度ででき

ることじゃありませんけども、そういった流れが１８年度の中で、ど

のように考えた予算配分、予算編成をされているのか、いうような点

を少しお聞きしたいと思います。 

簡単に言えば、１００あるものが、１０%カットすれば９０になるわ

けですけども、９０のうち、例えての話で言えば、６割が介護とか医

療とかいうものであれば、残りが、残りと言いますが、あと１０が少

子対策であれば、その６０の部分を５５にして、その５の部分を少子

対策の１０にプラスして、１５にするとか、そういった示し方という

のが、市民にも非常にわかりやすい示し方じゃないかなという意味合

いで、執行部の皆さんのそういった観点はどのようにされておるのか

という点について、２点目としてお伺いしたいと思います。 

          それから、財源という面からすると、今までも議論ありましたけど

も、商工業、あるいは農業、こういったものが市の中で唯一という言

葉は適当かと思いますけど、お金を生む部分でありますけども、その

部分に対する投資、いわゆる投資効果といいますか、費用対効果とい

いますか、そういったものを念頭におかれて、そういった施策を１８

年度されておるのかどうか、そういった大きな視点でのお考えを少し

お聞きしたいと思いますので、以上３件ほどお伺いします。 

○松 浦 議 長   ただいまの質疑に対し、答弁を求めます。 

市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   お答えをいたします。 
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査定の流れについては、それぞれ各課、部から出たものを査定をし

てまいりまして、最後は市長査定というところまでいくわけですが、

市長査定のところまで来たときは、ほとんど切るものはないくらい切

ってあると、こういうことでございまして、つけるものも余分な予算

はないと、非常に厳しい状況で、助役査定までを経てきておるわけで

ございます。このことについては、またもう少し具体的には、関係部、

助役の方から答弁をしていきたいと思います。 

特に医療の問題について、ご指摘でございますが、全く医療費が、

年々増えて、増高しておると。それに伴い、市の負担も増えてきてお

ると。こういうことでございまして、これは、国も同じ状況で大変厳

しい財政のやりくりをしとるわけですが、全く、我が市もこういう方

向になりつつある、しかし、これは何とかして、介護保険でも同じよ

うに医療費のかからない方向へもっていくというのが、今後の、特に

老人保健が非常にウエイトを占めるわけでございまして、老人保健の、

1 人当たりの医療費が年間大体７０万くらい、７０万は出とるんじゃ

ないか思うんですが、ちょっと詳しく数字持っておりませんが、だん

とつに老人医療が多いと、こういうことでございます。これをどのよ

うに、全体の医療費を抑えてくるかというのが、今後やる包括支援セ

ンターの仕事であるわけでございますし、保健婦の活動も今後、今ま

では保健婦の活動も３人、５人小グループのところにいって、いろい

ろ指導しておったんですが、総合的にその市全体で、その保健婦の活

動を統括していくという方向にしながら効率的に保健婦も動いてもら

うように、今回は新しい年度で計画立てていこうということも考えて

おるわけでございまして、実態は、なんぼやっても、やっても医療費

というのは、下がらんというのが実態であるわけでございます。 

非常に難しい課題を抱えておるわけでございますが、そういう中で、

包括支援センターを中心にしながら、特に介護保険にかからんような、

元気なお年寄りを育てていくとか、そういう方向で新しく取り組みも

しておるとこでございます。 

それから、商工業、農業の問題でございますが、商工会を中心とし

た、活動については、国の制度に基づく、今研究会等も立ち上げてお

るわけでございますが、なかなか今のところ、決め手がないというと

ころでございまして、やはり、企業誘致についても、現在企業団地で、

空いておるのは紀文のあとが一カ所あいて、あとは全部埋まっておる

ようでございます。紀文については前々から吉田町時代から努力はさ

れとるわけでございますが、なかなか建物等が太すぎて、なかなか誰

にでも利用できないという問題があるんで、今後とも我々のこの問題

には努力していきたいと思いますし、新しい企業等についても努力し

てまいりたいと思います。 

御存じの農産物処理加工センターについても、本格的に動きだした

ら、百人くらいの規模になるんじゃなかろうかと、雇用の機会がもら
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えるというように考えております。 

農業の問題につきましても、今新しい１９年度から農業の制度があ

ります。基本的には、大型農家しか相手にせんという国の施策でござ

います。認定農業者を４ヘクタール以上の農家でないと、認定農業者

で認めんとか、あるいは営農集団も１０ヘクタール以上でないと認め

んと、こういうようなことで、我々としては非常にこの問題について

は苦慮しておるわけでございます。しかし、県も特例を設けて、４ヘ

クタールの認定農家というのは、２．６ヘクタールくらいまで基準を

落としてくれるということもございますし、１０ヘクタールも基準を

落とすというなかで、やっぱり認定農家、営農集団を育てていくとい

うことが、来年からの新しい農政の動きに対してやっていかにゃいけ

ん問題であるわけでございます。それと、当面は、農産物処理加工セ

ンターへ野菜をどのように持ち込むかとうことで、この指導専任の県

の普及員のＯＢで、すぐ実践で使えるような、そういう人を今年から

農協と一緒にこの予算の中にも盛り込んでおるわけでございます。そ

ういうような努力をさせてもらっとるというところでございます。 

具体的にはまた、必要があれば、担当部長の方からもお答えをした

いと思います。 

○松 浦 議 長   引き続き、答弁を求めます。 

          助役 増元正信君。 

○増 元 助 役   合併３年目の予算ということで、この１８年度予算につきましては、

我々といたしましても、正念場であるという思いから、昨年早い段階

から準備を進めていこうということで取り組んでまいりました。予算

の編成方針につきましては、施政方針の６ページ、７ページ等に記載

をされております方針のもとに、各担当部の方に方針を示しまして、

そこからの各部の積み上げをお願いしたいということでやってまいり

ました。 

基本的な考え方とすれば、いわいる、スクラップアンドビルド、一

端、ゼロに白紙に戻して、本当に市民の皆さんが必要とされている事

業選択をして、集中的に取り組んでいきましょうという考え方のもと

に、各部からの積み上げをしていただいたわけですが、合併をいたし

まして、旧町のこれまでの継続事業、あるいはそれぞれの思いのある

中で、やはり急激に削減をしていくというのが無理な事業もあります。

部とすれば、それぞれの思いで上げてきておられますけども、助役査

定の段階で、市全体の歳入、あるいは起債のあり方等々を考える中で、

もう少し努力していただけませんかと。いわいる、コストハーフ的な

考え方も必要なんじゃないですかと。この事業をやらなければいけな

いけれども、例えば、半分のコストでやるとすれば、そういう考え方

ができるでしょうか、もっと効率的な事業の運営も考えられるんでは

なかろうかと。これまでのやり方を踏襲するというんではなしに、も

う少し事務方としても工夫ができるんではないでしょうか。具体的に
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は、もう少し総合的な考え方、縦割り行政のなかで、同じような事業

をそれぞれ、違う部署でやっておるというのもあるわけでございまし

て、例えば同じ部署でも事業名が違うだけで、同じような目的でやっ

ていくと。例えば健康づくり、これにつきましても、いろんな部署で、

いろんな考え方に別々にやっておるという部分、そこをもう少し総合

化して、一本化してやってきたらどうですかという、そういったよう

な工夫をしながら、今回取り組んでおります。まだ完全ではないとい

うふうには思っておりますし、補助金等につきましても、いわゆる一

割削減というふうな、シーリング方式を今回取らしていただきました

が、これも限界であろうというふうに思います。本当に必要なところ

に、必要な事業に対する補助金を的確に交付していくといったことが

求められております。 

今後は、事務事業の評価をきちっとやっていくという作業が必要で

あろうと思います。もう少し科学的にそこらをですね、やった上で、

じゃあ予算をつけましょう、あるいはこの事業は終わりにしましょう

と、そういうふうなことを、これは今後の、１８年度以降の取り組み

として、現在やっていきたいと、現在の行革の実施計画の中にも盛り

込んでおるわけでございますけども、そういう事務事業、千、２千も

ある事業を、一つ一つを丁寧に分析し、評価をしていくという作業が

必要ではなかろうかと、いうふうに思います。 

そういう作業をした上で、そういった評価の結果を市民の皆さんに

公表するというふうなことも、将来的にはあるんではなかろうかなと

いうふうにも思いますが、現在の段階での予算編成の過程をですね、

公開をしていくということは、できてないというのが現状でございま

す。今後の課題としたいというふうに思っております。 

○松 浦 議 長   引き続き、答弁を求めます。 

          総務部長 新川文雄君。 

○新川総務部長   予算の査定の基本的なあり方ということでございます。 

お手元の方にも配布させていただいておりますように、１８年度の

予算の資料、いろんに安芸高田市の新市の建設、また総合計画の骨格

の中のもとで、本予算の骨格というものを作らせていただいておりま

す。合併し、３年目のそうした予算という状況でございますので、そ

ういう点につきましては、ある適度の昨年度の事業の実施、また今年

度の新たな実施、そういうところも十分チェックさせていただいたと

ころでございます。 

基本的には、財源の確保であるんではなかろうかと思っております。

２カ年目におきましては、いろんな角度で国なり、県の合併推進交付

金というのが交付され、また、ある程度の交付税措置も、そうした状

況の中では、特別交付税の枠の中で、ある程度実施されておりますけ

ども、１８年度におきましては、１億数千万という、特交の枠もとれ

たような状況もでております。そういう状況の中で、新たな新年度の
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予算の概要の説明については、説明をさせていただきますが、財調基

金の方をですね、４億５千万、昨年度よりかは２億円の増額で、調整

をさせていただいておる状況でございます。ただ、先ほどからご指摘

いただきます農業問題なり、また、福祉の健康づくりの問題、このこ

とにつきましては、原課の方から査定はでていきますものの、やはり、

１８年度から対応されます福祉関係でありますと、３障害の事業の推

進、また、農業における環境、そういうことにつきましては、１８年

度の予算の中で、多少目の統合なり整備をさせていただいて、予算編

成をさせていただいとるとこでございます。目のところは、前年度ゼ

ロで、新たな目をつくって、そこの部の中で総括的な事業推進ができ

ないかという方法の中で、検討を進めさせていただいております。 

それと、合併してまだスタートの段階があるわけですが、光熱水費

と、非常に伝票会計の枚数が多くなり、事務事業に非常に、増大な事

務に時間を要しております。そういう今年度の簡潔の方法といたしま

して、光熱水費等には、やはりある程度の款の幹事課といいましょう

か、そういう１カ所において、その負担行為をおこすというようなル

ールもつくりたい。今では全部の施設のところから、そうした負担行

為等もおこしておるところでございますので、そういうところについ

ては、もう少し効率的な執行できないだろうかとチェックを重ねさせ

ていただいております。 

ご承知いただきますように、１７年度の予算から１７年、１８、１

９年度ということで、新しい第２庁舎、また、文化福祉施設の建設に

入るわけでございますので、昨年度と同等の普通建設事業費というの

は財源的にも充当するということは、非常に難しい角度もございます。

こうした大きなプロジェクト事業を実施するにあたりましてはですね、

各部の要求されとります事業につきましては、次年度に対しての、多

少の事業の延し方、そういうところも全面的な協力をいただいておる

というような状況でございます。一般財源においては、昨年並みの財

源で計上させていただいておりますけども、３年目の予算編成をさせ

ていただきますに、非常に経常経費が固定化しておるという状況にあ

るかなという思いがいたしております。その１８年度の実施に向けて

の改善策といいましょうか、チェックの入れ方、そういうところも十

分、財政課の方としましては、検討重ねさせていただいて、事業執行、

また、事務執行のあり方につきましても、十分検討を重ねさせていた

だきたいと思っております。 

以上でございます。 

○松 浦 議 長   以上で答弁を終わります。 

          他に質疑ありませんか。 

○熊 高 議 員   議長。 

○松 浦 議 長   １０番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員   総括的な議論なんで、今後予算委員会の中では、具体的には話がで
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きると思いますが、査定の公開という話をさせていただいた背景には、

やはり市長の施政方針の中にもあちこち出てくるように、住民自治と

の協働のまちづくりということですね。特に、行政と市民が対等の立

場でということが、これが印象強く頭に残るわけですけど、そういっ

た観点からすれば、やはり行政が考えておる情報をしっかり市民に提

供することによって、市民が判断をできる対等な立場でいろんなもの

がつくり上げていくというようなことが今言えるんじゃないかなと思

いますんで、それぞれ各部の担当の皆さんが苦労されて上げてきたが、

それでもなおかつ、こういった観点で、その部分が削減されたという

ことがわかればですね、市民の皆さんも、そうかと、じゃあ我々もそ

この足りない部分をそれこそ協働のまちづくりの中で考えていこうと、

いうふうな発想が生まれてくるという思いがしますんで、ぜひとも、

来年度の査定というのは、そういった公開をするんだといった意識の

中でですね、それぞれの担当課が上げていき、しっかりとした視点で、

それぞれの段階で査定をしてくる。それが、議会はもちろん、市民に

もある程度、公開できるというようなことも必要じゃないかなという

気がしますんで、その点、しっかり今後の課題としてとらえていただ

きたいと思います。 

あと、介護保険とか少子化の問題、あるいは商工業、農業について

は、助役も言われたように、それぞれ積み上げていって、その費用対

効果といいますか、そういったものも含めていろんな課題もあろうと

いうことも言われましたけども、やはり、今年度から実施計画をつく

っていく行財政改革の中で、そういったものが既に組み込まれて、１

８年度はいかれないといけないなと。単年度の評価というかたちとし

ても、やはり目標値があって、評価をしていくというかたちでないと、

次の年に生きてこないということになろうと思うんですね。その辺は、

先送りというふうなかたちにせずに、できることから１８年度の実施

計画の中に盛り込んで、試験的にでも、この部分はその評価を次の年

にはするんだという部分をしっかり具体的に出していただいて、１９

年度にはきちっとそれに反映していくというのは、一部でもいいです

から、１８年度の予算執行上、行財政改革の実施大綱と関連づけてや

っていっていかないと、こういった課題というのはなかなか解決でき

んのかなというふうな気がしております。 

その予算の特別委員会の中でも、それぞれの部長さん、説明をさせ

ていただきますけども、先ほど、助役が言われたようにそういったス

クラップアンドビルドということも言われましたし、シーリングとい

うようなことも言われましたが、そういった考えでこの事業、あるい

は各部の予算づけを検討してきたんだというものが、冒頭わかるよう

なですね、説明、ぜひとも部長さんの立場でしていただければ、先ほ

ど助役が言われたことが、なるほどなということで、腑に落ちるとい

うような気がしてこようと思いますので、予算委員会などで、そこら
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辺をしっかり助役の言葉が伝わるような説明をいただきたいというふ

うにお願いをしておきます。 

総務部長の方から、財政確保がまず最優先だということで、当然、

そういった財政担当の部長としてのいろいろ苦労してるんだというよ

うに思いますが、ちょっと気になった言葉は、やはり、第２庁舎の建

設費が１８年、１９年度で４０億近いものがいるみたいですから、そ

のことによって、事業もある程度削減したものがあるようなこともあ

ったんですね。これは非常に気になる言葉でありますが、そこのとこ

ろで、市民が庁舎をつくるということに対して、理解がなかなかしづ

らいという言葉もあちこちから聞くことも一つの部分でないかなとい

う気がしますんで、そこらも含めて、先延ばしにしてもいい事業もあ

るでしょうし、やはり１８年度、早急に取り組まんといけん事業とい

うのは、そりゃ当然、皆さんが選別されて提案をされたということで

しょうが、そこらが、やはり市民に理解がいってない部分じゃないか

なという気がして、私も今聞かせていただいたんで、それも含めて、

予算委員会あたりでその辺の流れというのも、各部のそれぞれのなか

であろうと思いますんで、しっかりと伝えていただきたいというふう

にお願いをしておきます。 

          質問としては、査定の公開をするつもりで取り組んでいただけるの

かという部分を一点お聞きして、あとは予算委員会の中で、しっかり

部長さんあたりが、先ほど申し上げたことを我々に伝えていただきた

いということで、質問終わります。 

○松 浦 議 長   ただいまの質疑に答弁を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   理想から言えば、査定の公開というのはおっしゃるとおりだと思い

ます。しかしまあ、実際には実務の段階でですね、どこまで公開でき

るかどうかという問題もありますので、これは、課題として検討をさ

せていただきたいと思います。 

○松 浦 議 長   引き続き、質疑がありますか。 

          １２番 金行哲昭君。 

○金 行 議 員   １２番、金行です。施政方針の中にも、今日の予算書の中にも市長

が苦慮した中で、昨年マイナスなことは仕方がないと、私も感心をし

とったんですけど、合併して２年目の、本日なりますよね。その合併

して、順当に厳しい予算の中で、想定内で物事を、今日まできとるの

か、その、合併してこれは想定内でやっとるいうところの、今の率直

の、市長のご意見、ご感想があったらお聞きしたいと思います。 

○松 浦 議 長   ただいまの質疑に答弁を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   今日が過ぎますと、ちょうど合併３年目に入るわけでございます。

そういうことで、この２年は、やはりそれぞれカラーを持った６つの

町が合併をしてきたんで、なかなかそのカラーを統一するというんは、
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難しい。しかしまあ、かなり、それは、実績があがりつつあるかなあ

というような、我々は感じを持っております。それと、やはり我々が

急いでやっておかにゃいけない課題というのは、前から申し上げてお

りますように、合併建設計画にあった、大きな柱があるようでござい

ます。それは、第２庁舎・文化ホール等をつくるという、この問題、

それとその前の問題は、向原町に特別養護老人ホームをつくると、こ

れが一番最初であったわけでございます。それは、もう御存じのとお

りできあがったということ。これも合併特例債があったんで、御存じ

のとおり、６億いくら合併特例債を使ったわけですが、それがかなり、

合併をしたということで、その特例債を認めてもらったと。向原町も

一定の基金を持ち込んでもらったと、こういうこともあるわけでござ

います。そういうことで、次の２番目が、第２庁舎・文化ホールの建

設であるわけでございますが、これも、議員の皆さんのおかげで、よ

うやく入札のとこまでいけたということでございます。それから、３

番目の大きな合併建設計画にあった、課題は広域の葬斎場の問題でご

ざいます。この３つが、合併の段階で一番大きなハードな面での課題

であったんですが。この葬斎場は今、特別委員会でいろいろと検討し

てもらっておりまして、円満に場所が決定すれば、予算の面では見通

しが立っておりますんで、実施できるというように考えております。

これも、合併特例債があるからできる問題でありますし、第２庁舎、

文化ホール等についても、合併特例債があるからできるということで

ございまして、これを有利に使わせてもらって、緊急を要する大きな

課題は、大体方向が出てきたんではなかろうかと、このように考えて

おります。それと、合併後出た問題でございますが、農産物処理加工

施設については、御存じのとおり、起工式までいきましたんで、今年

の１０月からはいよいよ稼働するということで、これはやっぱり、農

業の振興については、大きな施設になると、私は考えております。そ

ういうことで、そのハードな面の課題というのは、大体２年でほぼ、

方向が見えたかなあと、議会の皆様もご協力を賜わったわけで、で、

ソフトの面の住民と行政の協働のまちづくりということがございます

が、それぞれ、３２の地域振興会が整備されましたので、今後はこれ

と、行政がどのようにうまくかみ合う活動をしていくかということで

あろうと思いますし、やっぱり一番の起点は、それぞれの地域でです

ね、その振興会が、自分たちの地域づくりをやってもらうということ

と、先ほど来、話のありましたように情報公開を、それじゃあどこま

でできるか、地域振興会のまちづくり委員会でできるだけ情報公開の

場にもしていきたいと思いますし、できるだけ各地へ出向いて住民と

の懇談会を、現在もやっておりますけども、それをやりながら住民へ

の意見交換をするなかで、私は情報公開ができるというように考えて

おるわけでございまして、一応、２年経って、ソフト、ハードの主な

ものは軌道に乗ったから、今後は３年目によりいっそう、これを充実
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させるということになろうかと思います。 

○松 浦 議 長   ２０番 亀岡等君。 

○亀 岡 議 員   申し上げるまでもなくですね、向こう１年間、１８年度、市民すべ

からくもっとも深く関わるこの予算が提案されましたんですが、私は、

これからの中身につきましては、これからの審議ということにいたし

まして、実はこの予算の提案について一言お尋ねしていきたいと。言

いますことは、先般来、新聞に公表されておりますことを思いまして

も、まだ予算書も当然そうですけども、まだいろいろ検討中のですね、

市民の活動保険、導入事業についての予算措置、これは私の受け取り

方が違っていればともかくとしまして、明確にここに、これまでの話

の中で９０万とか、額面はどうでもいいんですよ、ただこの新聞発表

を見ますと１０２万円とかいろいろありますが、何にしましてもこの

予算というのは、言うまでもなく提案権の側におかれては、この実現

に確信を持って、中身に確信を持って、自信を持って提案されておる

わけですね。我々、まあ、議決権側もですね、そういう目標を持って

提案されとると、それが適正であるものとしてですね、できることな

らそういう方向で議会側としても、内容を審査して力を合わせてやっ

ていきたいというふうに思っておるんですよね。そういうあり方にな

ってきておるわけであります。しかし、まだこれはいわゆる市の方か

ら、執行部の方からどうでしょうかという話を持ちかけられとるんで

すよね。これはやっぱり、ぜひともこれを実現してやっていきたいと

いうことで、されてることもよくわかるわけです。ですが、しかし本

来は、提案権の側からでありましたら、こういう考えだからというの

で、いきなり施策と予算を出されても、それは当然それでもいいと思

うんですね。それならまぁ、時間をとって提案されたものを審議し、

議決をしていこうということになっていこうと思いますが、そういう

立場にありながら、わざわざ話を持ち込まれて、どうでしょうかとい

う相談を受けて、その結果がまだ出ないのにもう、ここを見越して予

算にも上がっておるんですね。もちろん、予算ですから、気に入らに

ゃあどうなってもいいんかと、これから採決になるんだから、という

ことになっていたんでは、さっき申し上げました、立場がなくなると

思うんですよね。振り返ってみて、地域審議会を、言うのが、住民意

向の反映なり、やっていくのに法的に認められたあり方なんで、合併

段階からいろいろ論議されていました。しかし、それでは幅がもてな

いというか、あるいは２つの議会があるんじゃないかということにな

ってもいけんからということで、まちづくり委員会にした方がいいん

じゃないかと、いうような議論の経緯がございましたね。まさにその

通りのような気がするんですね。今回の中身は財源措置にしましても、

言いましたようにそんなに大きいものではございませんし、あえてど

うこういうわけじゃないんですけども、これが例になって、議会審議

より先に、これは正式な審議をしたわけじゃないんですね。話し合い
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で詰めといて、出そう言われるから、そうしましょうと応じて、それ

がまだ途中経過だということですんで、そこらはどのようにお考えで

おいでなのか、いうことを、ちょっとお尋ねなり、確認をしておきた

いんですね。以上です。 

○松 浦 議 長   ただいまの質疑に、答弁を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   この市民保険の問題につきましては、それぞれ委員会等にも 1 遍じ

ゃなしに、２遍も３遍もお諮りをしてきた問題であろうと思います。

ただ、この市民保険が先走って発表されたという問題があって、我々

としても、その点については、議員さんにも心証を害したんではなか

ろうかとそのように考えておりまして、やはり議員さんにも、この保

険の問題については、今後、地域振興会を育てていくひとつの課題解

決の方法として、ぜひとも実施をさしてもらいたいということで、今

までお話しをさせてもらっておるわけでございます。まだその話し合

いの途中で、予算が出てきたというご指摘でございますんで、今後は、

この議会で、ひとつ十二分に論議をしていただいて、我々としては、

ぜひとも、これが、１８年度で実施できるようにお願いしたいという

ことで予算提案をしてもらったと、こういうことでございます。全く

何も相談なしで出てきたわけじゃないんで、そこらのご理解を、我々

もできるだけ議員さんにお諮りをしながら、円満なかたちで、それが

動けるように、ということで今までやってきた経過もあるんで、この

委員会の中でも十分の議論をいただきたいというように思います。 

○松 浦 議 長   引き続き、質疑を求めます。 

          ２０番 亀岡等君。 

○亀 岡 議 員   申し上げましたことが、まともにご理解いただいていないのだと思

うんですね。中身がいけるとかいけんとか言ってるんじゃないんです

よね。そうして、くどいようですけども、いきなり提案されてもいい

んですよ。提案権はあるわけですから。問題は、今言われるように、

円満にこれを実現していきたいということから、話を持ちかけられと

るんですよね、議会の方は。で、一生懸命総務委員会といいますか、

小委員会といいますか、そこで議論を積み上げて、まだもう少しとい

うことだと私は思いますけども、そういう状態のところに来ていると

思うんですが、それが、あたかも、もうそこは一致したかのようなか

たちでですね、出されてますよね。ですから、これはやっぱり地域審

議会というのがございましたが、そこでやれば第２議会のようになる

よというような議論がございましたが、まさにそのようなことになっ

てると思うんですね。どうせやってもらわにゃいけんのんじゃけぇ、

まだ話がすんどらんでもええじゃないと、こうなっとるわけですよね。

こういったところはどうだろうと思うんですよね。我々は提案権の方

を尊重し、提案権にある執行側としては、やはり議会にまともなかた

ちで審議をするんだと、対応するんだと、これは事前のことで、審議
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とは言えませんけどね。そういったような立場でお互いにやっていっ

たのが、本当にいいんじゃないかと。また、あり方に照らして、その

方が適当なことじゃないんかと、こういうふうに思うんですね。これ

では、あたかも、それまでの話で、もう決まったと、で、予算も組み

ましたし、提案もしましたということのかたちになっておるんですよ

ね。それぞれの立場に立った信義に悖るような形のように思えてなら

ないんですね。これは、再々言うようですけども、予算額も大きくも

ないし、そんなに大変なことじゃないと思いますけども、私はやはり、

双方のそれぞれの立場にとっては大変重要なことではないかと、その

ように思うんですね。中身のことについて、云々ではありません。そ

の点は、そのようにご理解いただきたいとそのように思います。 

○松 浦 議 長   暫時、休憩します。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ４時２９分 休憩 

午後 ４時３１分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○松 浦 議 長   休憩を閉じて、再開いたします。 

          ただいまの質疑に、答弁を求めます。 

          自治振興部長 田丸孝二君。 

○田丸自治振興部長   市民活動保険につきましては、総務企画常任委員会の方で何回かご

議論をしていただきました。実は、予算編成は時間がかかるものでご

ざいまして、そういったことの中で、ぜひご理解をいただいて、そう

いうことの中で、予算へ出していくという方向で、私たちも予算の編

成の作業と同時に、そういった議会の皆さん方へのご説明をしてきた

いと思っております。ただ、前回の総務企画常任委員会におきまして

も、やはり２、３の議員さんからの質疑というものがございまして、

これに対して、現在の段階で的確なかたちでのご説明ができていない

ということは、議員のおっしゃるとおりであろうと思います。私ども

としましては、３月３日の総務企画常任委員会にもご質問なり、ご意

見等いただいております案件につきまして、資料等取りそろえて再度

ご説明させていただきたいと考えておりますし、また予算委員会等に

おきましても、追加の資料等ございましたら出させていただきまして、

しっかりしたご議論をしていただいて、理解の上で、こういった制度

が円満のうちに執行できるように努めてまいりたいと思っておりま

すので、よろしくお願いします。 

○松 浦 議 長   答弁を終わります。 

          ちょっと休憩をとらせてください。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ４時３２分 休憩 

午後 ４時３２分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 
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○松 浦 議 長   休憩を解きます。 

          再開します。 

          １番 明木一悦君。 

○明 木 議 員   はい。大まかなところで、２点ほどお願いします。 

          今回の予算についてなんですけど、合併３年目ということで、今ま

である程度、６町ポイント的な予算組みをされてきたんじゃないかと

思われましたけども、今回の１８年度予算は、全体的に、総合的に、

安芸高田市をメインとして見られた予算組みで検討されたのか、それ

とも、先ほど市長の答弁にありましたけども、ポイント的な予算組み

をしていかないといけない状況にあるんかということをまず１点。 

          それから、今やっぱり施政方針の６ページ、７ページを見させてい

ただいても財政確保が不透明であるとか、財政健全化が課題になって

いるということで、財政の問題が出てきとるわけです。性質別歳出な

んかを見ましても、総額に対して借金返済、公債費率などが上ってき

ておるという状況があるんですね。これに対しまして、債務解消プラ

ンというのが、多分立てられていると思うんですね。やはり債務をや

る上で、起債をしていく上で、じゃあどのように借金返していこうか

と、何年かけてこれを返すんだということですね、プランを立てた上

での財政予算組みがされていくことが必要だと思うんですけど、合併

当初に比べて、現在償還プランも施政方針の中で示されておるように

不透明であるということで、変わってきとると思うんですけど、その

あたりが、当初と現在、今回の予算組みをされまして、どのように変

わってきたのか、それについてぜひ資料を出していただいて、予算委

員会で検討させていただければと思うんですが、いかがでしょうか。

２点について、お伺いします。 

○松 浦 議 長   ただいまの質疑に対し、。答弁を求めます。 

          市長 児玉更太郎君。 

○児 玉 市 長   合併３年目に向けての予算の中で、将来安芸高田市の一体化につい

てどのように考えるかというようなご質問であろうかと思いますが、

先ほど来申し上げておりますように、特老の問題、それから第２庁舎、

文化ホールの問題、それから広域の葬斎場等の問題については、合併

建設計画の中で、どうしてもやっとかにゃいけん箱物であるわけでご

ざいます。したがって、今後については大きな箱物はできないと思い

ますが、今後については、やっぱり市が一体化できるような予算組み、

当面は緊急の合併の建設計画にあった大きな課題もほぼ見通しがつき

ましたんで、今後はやはりそれぞれの重要なものを優先的にやってい

く。そこらで予算も変わってくると思います。 

○松 浦 議 長   今、質問の中に資料の件がありましたが、執行部で出せるか出せな

いか、その答弁をしといてください。 

          総務部長 新川文雄君。 

○新川総務部長   合併の３年目のスタートということで、今回、そうした性質別をみ
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ていただきますと、公債費が約９千円ばかりの増となっておると思い

ます。ご承知いただきますように、他市の類似団体等の財政規模、人

口規模、大体予算規模で２００億の予算というのはないわけですね。

大体１００数億の、それは合併しないでそういう状況の中で、こうし

た市として独立をしてきとると思いますけど、今まで旧６町の中で、

やっぱり都市機能の整備ということで、やはり起債等を充当された事

業が、分析してみますと非常に多く出ています。このことにつきまし

ては、資料の提出ということがありますけども、予算資料の分析資料

の中でご説明をさせていただきたいと思っております。当然、現在の

１８年度の起債見込額、また償還の見込みについても３億、約７千万

ばかりの減額措置ということで、起債を借って、そうした経常経費に

充当ということは実施しておりません。当然、その借り入れに対する

数字といいましょうか、プライマリーバランスといいましょうか、バ

ランスをとって、当然借入額以上の償還はしておるわけですから、そ

こらについては、財政的には十分考慮したかたちの中であって、後年

度に財政負担を送らないようなかたちで検討しております。それと、

財源的に公債費の発行、起債の発行であるわけですが、旧高田郡は過

疎地域と辺地地域という環境の中で、交付税措置で財源の補填を交付

税で実施していただいとる状況でございます。ちなみに、１７年度で

見ますとやはり５８．８％、約６割はその元利償還金相当分に対して、

交付税措置がされております。だから、基本的には、優利な起債を借

り入れをされて、事業実施をしておるというのも、ひとつの特徴かな

という思いもしております。そういう状況で、今後における財政の負

担ということにつきましても、十分交付税措置がある優利な起債の充

当ということで、当然、合併特例債も９５％の充当に対する７割の償

還ということでありますんで、そうした合併特例で、できる事業につ

いては優先順位の中で、事業実施すべきという状況で考えております。

細部にあたっては、また資料の中でご説明させていただきたいと思い

ますのでよろしくお願いします。 

○松 浦 議 長   １番 明木一悦君。 

○明 木 議 員   これは、非常に大問題なわけなんですよ。借金をするにあたって、

将来的な返済能力も考えずに借金をするというのは、普通一般的に考

えて、例えば１台車を買うのに金を返せんのに車を買えないわけです

よ。そういうなかで、やはり家計なり、ここでは財政ですけど、それ

を考えた上で起債をしていくということが大事なわけで、今言われま

したけど、合併特例債にしても７割は補填がありますけど、３割は借

金なわけです。その借金をどのように返していくのかというのは、こ

れは計画的なものがないと、予算が組めないはずなんですよね。それ

なのに、起債が、優利な起債があるからと、どんどん借り入れていく。

で、あれば将来的な安芸高田市は、もう住民サービスを水準を確保と

いうことがありますけど、全然住民サービスのできないような市にな
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っていくんじゃないでしょうか。ほんと、破綻してしまうような市に

なっていくんじゃないでしょうか。やはり、債務償還プランというの

は大事なものであって、それがないというのは非常に大問題じゃない

かというように考えられるんですね。 

先ほど、資料は今ある資料の中で説明されると言われましたけど、

ということは、そういうプランは立てられてないということでしょう

か。それを、再度ご確認いたします。 

○松 浦 議 長   ただいまの質疑に、答弁を求めます。 

          総務部長 新川文雄君。 

○新川総務部長   当然、財政推計のもとで、将来における公債費の負担というのは、

年々の将来を見越した財政計上の中でありますので、そういうところ

は原課の方で数字的なことについては、十分検討させていただいてお

ります。今回の合併というのも、３３億の基金というような状況もあ

りますけども、いろんな角度で今後における財政基盤というのは、変

わってくる状況もあるんかなという思いもしております。その点は、

今３年目のスタートになっておりますけども、旧町とのハード的なあ

る程度の環境整備につきましては、完成塾度に達しておるんじゃなか

ろうかなというような思いもしております。十分、今後における償還

の財源、義務的経費になるわけですから、そういうところの今後にお

ける経常経費の削減というのも、当然削減していかなくてはなりませ

んし、そうした償還に係わる財源も捻出をしていかなくていはならな

いのではなかろうかと思っております。 

以上であります。 

○松 浦 議 長   １番 明木一悦君。 

○明 木 議 員   今の答弁になってないと私は感じるんですけど、財政プランがある

かないかということを私は確認したいわけなんですけど、それはつく

られてないということなんですかね。イエス、ノーの答弁でいいんで

すけど、あるか、ないかですよね。で、ないんであれば、それが説明

できるだけの、どのように合併当初と今、財政を見込んでて、それが

今の段階ではこうなったということですね。そういう説明ができるだ

けのものが予算委員会でいただきたいと思うんですよ。で、今あるか、

ないかということについて、まずそのぶんについて答弁いただきたい

と思います。 

○松 浦 議 長   ただいまの質疑に、答弁を求めます。 

          総務部長 新川文雄君。 

○新川総務部長   基本的に、合併時に新市の建設計画も作成をされております。そう

いう状況の時期と多少現状の中では、そうした特例債事業につきまし

ても事業費の減というのは、現実面出てるように思っております。先

ほど、債務の解消プランという基本的な計画書はございませんけども、

市としての財政的なそうした推計そのものについては、年々の財政推

計のもとで財源を明らかにしながら、我々、財源確保ということで予
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算計上をさせていただいております。 

○松 浦 議 長   他に質疑ありませんか。 

 〔質疑なし〕 

○松 浦 議 長   質疑なしと認めます。 

          これをもって、質疑を終結いたします。 

お諮りします。 

本１３件については、議長を除く２１名の委員で構成する予算審査

特別委員会を設置し、これに付託して審査することにいたしたいと思

います。 

これにご異議ありませんか。 

〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認めます。 

よって、本１３件については、議長を除く２１名の委員で構成する

予算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定を

いたしました。 

暫時休憩をいたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ４時４５分 休憩 

午後 ４時４７分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

【委員長互選結果報告】 

○松 浦 議 長   それでは、休憩を解いて再開いたします。 

委員長互選結果の報告をいたします。 

          休憩中に予算審査特別委員会が開催され、正副委員長の互選が行な

われました。 

          ここにその結果を通知いただいておりますので、報告をいたします。 

          今定例会において、設置されました予算審査特別委員会の委員長は、

１０番 熊高昌三君、副委員長には、１７番 玉川祐光君が選任され

ました。 

          以上、報告いたします。 

          お諮りいたします。 

          現時点で、議事日程にあります議案を残しておりますが、本日の会

議はこれで延会したいと思います。 

          ご異議ありませんか。 

           〔異議なし〕 

○松 浦 議 長   ご異議なしと認めます。 

          よって、本日はこれで延会することに決定いたしました。 

          次回は、明日１０時に再開いたします。 

          本日はどうも、ご苦労さんでした。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ４時４８分 散会 
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